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■

第
一
.
節

.集
積
.集
中
，
分
裂
.分

散

の

傾

向

と

：
.一
 

:
■
.
..■
利
潤
率
較
差
.
.
: 

V
 

■

第
：

1〕：

節

集

稹

'
集

中

に

ょ

る

独

占

化

傾

向

.

•

.
‘

 ̂

;

第
三
節
生
産
、の
集
橫
を
菡
礎
に
しi

独
占：

.
第

四

節

，独
：占
段
階
に
お
け
る
利
潤.
率

階

層.

：' .

■
 

'
 

■
 

- 

. 

■
 

は

し

‘が

き

... 

■ 

. 

.

. 

: 

.
 

.
 

: 

■

十
九
世
紀
末
期
よ
り
ニ
：十
世
紀
初
頭
に
か
け
で
、
資
本
主
義
は
そ
.の
独
占
段 

'階
に
移
行
し
た
。：

こ
の
遍
程
で
基
本
的
な
の
は
、
：資
本
主
義
的
自
由
競
#
に
資 

本
主
萎
的
独
占
が
と
っ
て
か
わ.
っ
た
こ
と
で
あ
る
。..
レ.
丨1.1;

-V
の
言
葉
を
.か
り 

る
な
ら
ば
、「

自
由
競
令
は
資
本
主
義
.上
商
品
生
産
一
般
と
の
基
本
的
特
質
で 

あ
り
、
，独
占.
は
自
由
競
争
の
直
接
の
対
立
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
自
由 

競
争
’は
、
大
規
模
生
産
を
：つ
く
り
だ
し
、
小
規
模
生
産
を
駆
^
し
、
大
規
模
生 

産
を
最
呔
規
模
の
生
産
忆
よ
っ.
て
お
き
か
え
、
.生
産
と
資
本
上
の
集
積
を
ク
そ

,

の
な
か
：か
ら
独
占
一

—

力-

ル
テ
ル
、
ぐ
シ
ン
ジ
ダI

ト
、.

ト
ラ
ス
ト
、
お
ょ
び
、

■

こ.
れ
ら
の
も
の.

と
融
合
：し
て
幾
十
偉
の
金
を
運
用
し
ズ
い
る
ー
.
〇
ば
か
り
の
銀 

.

行
の
資
本I

が
す
で
に
発
生
し
、
ま
た
現
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
；と
い
う
ほ
ど 

,

に
導
き
、
.

：
.

こ
う
し
て
、

(

い
ま
や
わ
れ
わ
れ
の
目
の
.ま
克
で
独
占
に
転
化
し
は
じ 

め
た
の
：で
あ
る
。
.

し
か
4

、
：こ
れ
と
同
時
に
、
独
占
は
、
自
由
競
争
か
ら
発
坐 

し
な.
が
ら
も
、
自
由
競
争
を
狒
除
せ
ず
、
自
$

競
争
の
5 .
'£

に
.、

こ
れ
と
な
ら 

ん
で
存
在.
し.
、.

そ
の
と
と.
に
ょ
，
.
っ
て
、
幾
多
の
と
く
に
鋭
く
て
激
し
い
矛
®
、 

軋
礫
、
紛
争
を
坐
み

k

礼0
_

1

ノ
 

現
段
階
の
資
本
主
義
を
特
徴
づ
け
る
独
占
が
自
由
競
争
の

.
発
展
の
中
か
ら
、

.

集

積
.

集
中
を
通
じ
て
発
生
し
、
:

又

、

自

由

競.#
を

絶

対

的

に

は

排

除

し

え

な
 

.

い
も
の
で
あ
る
と'

い
う
こ
と
を
謙
す
る
こ'

と
は
、
現
代
資
本
主
義
の
歴
史
的 

性
格
を
明
ら
か.

._

に
す.

る
う
え.

に

不

可

欠

：
で

.

あ
る
。

.

も
ち
ろ
ん"

わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
の
資
本
主
義
に
於
て
、
か
か
る
集
積
•
集 

中
を
基
礎
と
し
た
独
占
の
ほ
か
に
種
々
の

「

独
占」

を
見
出
し
う
るn

-
た
と
え 

k

、
E

..
'

A

;

'

- G
.*
-p
- t
l

ン
ソ
ン
妓
、
独
占
を
雄
姆
せ
し
め
る
要
因
と
ん
て
、

m

i

i

⑵
独
占
者
に
よ
る
生
産
諸
要
素
の
供
給
統
制
、
⑶
の
れ
ん
、
 

⑷
大
規
模
を
必
要
と
す
る
産
業
へ
の
小
企
業
の
参
入
困
難
、
の
四
つ
を
挙
げ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
，の
分
類
に
満
足
す
る
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
、
そ
の
諸
耍 

因
の
並
列
及
び
そ
の
説
明
に
現
わ
れ
て
い
る
歴
史
的
視
点
の
ガ
如
に
賛
成
し
が 

た
い
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
昔
の
多
く
が
，
集
積
を 

基
礎
に
し
た
独
占
の
成
立
の
み
'を
述
べ
、
他
.の
種
々
な
独
占
の
存
在
と
そ
の
意. 

義
を
殆
ん
ど
無
視
し
て
き
た
こ
と
も
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
種
々
の 

独
占
を
M

済
体
制
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
な
ぜT

集
積
を
基 

礎
に
し
た
㈣
お」

が
最
も
基
本
的
な
も
：の
で
あ
る
か
を
よ
り
明
確
に
さ
せ
ね
ば

-C

注

な
ら
な
い
。
こ
の
課
題
は
、T

独
占
段
階
に
お
け
石
独
占.
と
競
争」

.
と
題
し
て
、
 

次
の
機
会
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
：で
も
、
あ
る
程
度
果 

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、.
レ
I 
ニ
ン
亦
そ
の
著『

帝
国
、王
義
論』

に
：お
い
て
、.
第.
一.
章
を「

生 

産
の_

積」

に
あ
て
、' そ
れ
を
独
占
成
立
の
最
も
基
礎
的
な
過
樺
と
し
て
位
置 

づ
け
て
以
来
、「

集
積
：を
基
礎
に
し
た
独
占」

は
、' 
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
い 

て
常
識
と
な
：
た
が
に
み
え
る
。
：し
か
し
、
こ
れ
は
往
々
に
し
て
，
レ
ー
ニ
ン 

の
言
葉
の_
.

、.
も
し
ズ
は.
そ
の
安
易
だ
解
釈
に
よ
る
解
説
に
終
り
、：実
証
的 

研
究
に
よ
る
裏
づ
け
キ
、
理
論
的
解
明
'は
決
し
て
充
分
と
は
い
え
な
い
双
が
で 

あ
る
-.
°
た
だ
、
最
；̂
に
至
、
て
よ
う
や
く
、.各
国
金
融
資
本
の
実
証
的
研
究
の 

成
果
が
端
表
さ
れ
'つ.
つ
あ
る
の
：で
あ
確
が
ぐ
こ
の
よ
}
な
個
ギ
の
独
占
資
本
金 

義
に
つ
い
て
-0
実
証
的
研
究
>
同
埯
に
、
独.

^
本
主
義
め
：一：般
的
f

を
探 

る
こ
こ
ろ
み
も
つ
づ
け
;^
れ
ね
ば.
な
e>
'
な
：い
：で
あ
る
う
'0,:

..

,

;-.

集

積
-«
'

集
中
と
蝕
占
、

.

：

本
稿
は
、
独
占
段
階
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
の
法
則
解
明
の
緒
論
と
し
て
、
最 

も
基
礎
的
な
過
程
た
る
.「

集

積

、
集
中
丨>
独
占」
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
意

(
注6)

義
を
理
論
的
に
と
ら
え
よ
ぅ
と
す
る
も
の

.
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
利
潤
率
.と
の 

関
係
を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
け
だ
し
利
潤
率
の
一
般
的
均
等
化
か
ら 

利
潤
率
の
階
層
化
人.

の
変
化
こ
そ
、
^

^

本
主
義
段
階
よ
り
砠
占
段
階
へ
の 

移
行
の
集
中
的
表
現
で
あ
り
、
又
、
利
澗
率
の
階
層
化
は
、
現
段
階
に
お
け
る 

•
資
本
蓄
積
及
び
階
級
諸
関
係
を
深
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

.

(

注
1

)

，
ヴ
.
ェ
，
ィ
*
レ
ー
ー
ー
ン『

資.

本
主
義
の.

最
高
の
段
階
と1

て
の
帝
国
主 

.

義』

邦
訳
、
犬
月■

店
版
、'
レ
！

-一
 

ン
佥
集
第2 2

卷

三

〇

六

丨

三0

七
頁
。

(

注 
2)

 

E
.  

A
.

9

R
o

b
in

s
o

n
;  

:
 M

o
a

o

d .o
ly

 

L
o

n
.d

o
IL

 

1
9

4
1

,  

p
p

.  

f

 5
.

(

注
3

)

.

そ
れ
は
、■
た
と
え
ば
第
一
の
要
因
の
説
明
に
お
い
て
、
歴
史
的
意
義

.

.
を
全
X

異
に
す
る
：種
々
の
独
自
、
，す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
の
確
立
以
前
に
存 

,

在
し
て
い
た
工
業
独
自—

絶
対
五
制
に
よ
る
特
_
趴
与
に
そ
の

基
藏
を
有 

す

る「

初

期

著

」

'

t

特
？

I

占
、
専
売
制
度
、
国
家
独
占
資
本 

:

主
義
的
国
営
事
業
等
：々
.
を
、
'

全
く
質
の
同
じ
も
の
.
と
し
て
.

一

括
し
て
い
る
と 

こ
.ろ k

 

規
わ
れ
て
い
：る 

0

.

.

 

.

..:.':

(

注
A

そ
の

'-
c l
と
'

に
よ
つ
て
，

近
代
経
済
学
のi

肖

理
㈱

」

に
対
す
；

5

批 

判
も
べ
一
歩
：

j

則
進
す
る
で'
あ

ろ

ぅ.0
、
•
た

とえ
ば
、.

レ
I

バ
1

*

.リ

サ

ー

チ
.

'

ア
' 

y

シ
エ-

I
シ
ョ
ン
は
、

.
' J
*

ロ
.ビ
ン
ソ

ン

と

チ

エ

ン

バ

レ

ン
'
の
見
解
が
、

ス

ク
.
ン
ダ
.
.
I

,K -
...オ
ン
イ
ル.
' 

•

'才
ブ
：.

.

.ニ''
ユ
ー
.

.

ジ

.ヤ

.

.
1
ジ
，丨

と.
町.
か
'ど
.の
食
料

..
 

,
•-
 

: 

■

>
.

' 

/

.

:■
三
''
一
 

入
四 
0:
5 
.

thnLn̂
iHh, 
,
h
h
u
t
^
n
¥
,



品.
店
の
"
独
占
"
と
の
食
的
差
を
無
視
し.
て
い
る
、

と
批
判
し
て
い
，る
が 

(
L
a
b
o
r

w
<I
)
w
e
a
r
c
h 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
;

へ-Ap
o
l
o
g
i
s
t
s

 f
o
r

 

M
o
n
§

-

 

o
ly  

へ
，N

ew
::YO

H
k”  1955,

岧
.S2,  36—8

7
.

邦
訳
、：ぃ
五
'、.
''3
:
八
賓)

、. 

そ
の

点
に.
つ
い.
て
の
み
ず
か
ら

.の_

極
的
展
開
は
、，
迹
論
的
に
は
と
く
に
不
■'

(

注
5)

た
と
.え
ば
、
大

野

：
英
ー
一

：『

ド
ィ..
ッ
金
融
資
本
成
立
史
論』

昭
和
三-..

年
。
生
川
栄
治1

ィ
ギ
リ
ス
金
融
資
本
:0
成
立』

昭
和
三
'
一：年
。
鎌
田
正
—一
 

ぃ

『

ア
メ
リ
カ
の
独
占
企
業』

昭
和
三
：一

年
。
■:.

C

注
6
V
:こ
の
よ
う
な
.方
法
に
対
し
て
は
、
宇
野
弘
蔵
氏
.に
よ
る
.有

力

な

反

対 

.意

見

が

あ

る。
'
 
宇

野

氏

に

よ

办

，ば
、

帝

国

主

義

ぼ

「

臏

理

論」「

の
対
象
で
.
は
な 

.く
、
.

「

段
階
論」

.

=
「

政
策
論」

の
対
象
で
あ
り
、「

独
占」

「

独
占
価
格」

は 

,
,.法
則
的
に
は
把
ぇ
ら
れ
な
い
°(

宇
弹
弘
藤『

経
済
政
策
論』

'昭
和
'-
丸
年
、

,

弘
文
堂
。「

帝
国
主
義
：の
方
法
に.
つ
い
て」

：：

『

思
想
0=
昭
和
三
' 0
年1

.1

月
。：' 

V

 f

経
济
学.
に
お
け
る
論
証
^
庚
証」

『

.
思
想』

昭
和
三1

年

--
月
。
等
、#

照)

" 

と
の
よ
う
な
見
解.
は
全
面
的
に.
検
討
批
判
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
が
ヾ

こ

こ

で

一
 

::
■
■は
、
：批
判
：を
：そ
：れ

自

体

と

し

て

展

開
す
る
紙
数
を
も
た
な
：い
。

た
だ
、

宇
野 

....
氏
及
：び
そ
の
多
く
，の
支
持
者
遽
.の
見
解

に
反
し
、
本
稿
が

、

集
橫
丨Y
独
占
を
：

•

一
般
的
、：

理
論
的
に
：展
開
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
又
、
.必
要
で
あ
る
：ノ

と
い
う
見
地——

そ
の
場
合
、.
わ
'れ
わ
れ
の
い
う「

理
論」

は
宇
野
氏
.の

.二
'-.
-
.
-. 

-  

「

原
理
論」

と.
は
全
く
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
の
だ
が.r—

に

た

.つ
て
い
る

:

11

一
二 

(

EJ
0 
四)

-

.
'

■
::

■
 

■

. 

*

:

、

.

-

:

第

1

節
；
集

積
•
集
'中
、
.:

分

裂
•

分

散

の

傾

向
1

.

:

.

.
■

と
：利
潤
率
較
差
：.
-パ
;,
,

,

.
 

•-
 

■
 

... 

....
 

.
 

.
 

.

:

独
古
以
前
の
段
階
の
資
本
主
義
に
お
：い
て
:It
'
利
潤
率
の
嗰
い
部
£
か
ら
利 

潤
率
の
高
い
部
門
へ.
の
資
本
の
た
え
ざ
る
流
入
に
よ
っ
て
す
ベ
て
の
^
^
ig
Kf
i 

門
の
利
潤
率
は
均
等
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、；「

‘
る
与
え
ら
れ
た.
国
民
的
社
会 

に
お
け
る
資
本
制
的
発
展
が
高
度
で
，あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
：…

古
の
均
衡
化
が
資 

.
本
の
た
め
に
多
か
れ
少
か
れ
達
成
さ
れ
る」

と
い
わ
れ
：て
い-
る
。(

マ
ル
ク
ス
に 

よ
る
—1
一'般
的
利
潤
率
へ
の
均
等
化
法
則」

。X  .

_

し
：か
し
、：資
本
制
生
産
：の
発
展
の
中
で
資
本
の
集
積
•
集
中
、
分
裂•

分
散 

の»
紀
が
進
む
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
傾
向
は
右
の「

一
般
的
利
潤
率
へ
の
均
等

' 

C

注3)

化
法_

」

.
に
何
ら
か
：の
影
響.
を
及
ぽ
さ
ず
に
は
お
，か
な
い
。.
集
積
、
.集
中
に
よ 

る
独
占
0
発
生
：を
明
ら.
か
に
：す
る
た
め
に
も
>.
又
、
'
ム
の
独
占
が
刺
濶
率
の
均 

等
化
に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析
す
る
前
提
と
し
て
も
、'自
由
競
争
が
支
配
的
な
段 

階
に
お
け
る
集
積
•(

葉
中
、
分
裂
.•
分
散
の
傾
向
と
利
润
率
と
の
関
係
に
ふ
れ 

.
て
お
；か
な
け
‘
ば
办
ら
な
い
。:
'
.

'
'-
• 

'.
'，

『

資
本
論
^
は

-̂
資
本
ー
般
し
を
激
象
と
し
-̂
諸
畫
の
量
的
大
小」

を
間 

題
と
;1.
な.
か
っ
た
だ
め
、

;̂
こ
で
は.
か.
か.
る
問
題
は
捨
象
さ
れ
、
俐
潤
率
の
一 

«
的
均
等
化
が
理
論
体
系
の
中
心
に
お
が
れ
て
い
る
：の
で
あ
る
が
、.
自
由
競
争 

の
段
階
で
も
現
実
に
は
、
：.利
潤
率
は.i

部
ra
内
に
お
い
て
も
、
*
部
^
間
に
お 

い
て
も
.'
*.
必
ず
し
も
容
易
に
均
等
化
さ
れ
は
し
な
い
の.
で
あ
る
。

.

，
ま
ず
、
一
.
一
部£
に
属
す
る
諸
資
本
の.
利
潤
率
の
差
異
は
、'
各
資
本
の
生f

l

条.

こ
.と
を
記
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
0

:

十
分
な
も
の
で
あ
る
。.

件
の
差
に
よ
る
費
用
価
格
の
相
違
に
よ
っ.
て
，も
た
ら
さ
城
が
。
こ
の
費
用
価
格 

の
相
違
を
生
ぜ
し
め
る
諸
要
因
と
し
て
は
，と
く
に
.̂
産
手
段
、
生
産
方
法
の
別 

用
に
お
い
て
、
よ
り
大
な
る
資
本
は
常
'に
有
利
で
あ
り
、
.よ
り
小
な
る
資
本
は

.

'(

注5)  

'

不
利
で
表
る
と
い
ぅ
事
情
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
た.
め
、|

部
朽
内
に 

お
け
る
利
潤
率
は
、
各
資
本
の
規
模
•
費
用
価
格
の
差
に
対
疮
し
た
較
差
：を
も 

っ
た
も
の
と
な
り
フ
平
均
水
準
^
上
め
優
良
な
条
件
を
も
つ
ナ
罾
本
は
罾
砠
矶 

潤
を
獲
得
し
、：
平
均
以
T
の
劣
：悪
条
件
の
小
資
本
は
平
均
利
撋
以
下
の
利
聘
.L 

か
実
現
で
き
ず
、
と
き
に
，よ
っ
て
は
費
用
M

す
ら
実
現
で
き
な
い
。
こ
の
よ 

ぅ
な
部
朽
内
；の
利
调
率
較
差
は
ー.
方
に
お.
い
て
は
新
生
産
方
法
の
一
般
化
と
、
 

大
資
本
に
3
る
小
資
本
の
駆
逐
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
傾
向
を
も
つ
が
、
他
面
で 

は
超
過
利
潤
を
求
め
る
諸
資
本
の
競
争
に
よ
っ
て
、
た
え
ず
生
み
だ
さ
れ
る
傾 

向
も
あ
る
,0
そ
れ
故
、1.

部
鬥
内
に
大
小
資
本
が
併
存.
競
争
す
る
限
り
、：

こ 

の
利
'潤
率
較
差
は
常
に
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
.

さ
て
、
以
上
の
よ
ぅ
な
部S

：

内
の
利
潤
率
較
差
を
前
提
，と
す
る
と
、
異
部
朽 

間
の
刺
偶
率
の
均
等
化
と
，は
1
体
い
か
な
る
も.
の
>:
'
な
る
で
あ
ろ
ぅ
か
0
普 

通
、
こ
れ
は
、
各
部
朽
の
平
均
的
众
生
産
諸
条
件
を
も
つ
標
準
的
資
本
に
お
い 

て
利
潤
率
が
均
等
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
.

プ
社
会
に
お
计
る
産
業
諸
部
re
は
、
そ
の
部s

:

の
性
格
に
し
た 

が
っ
て
、「4

1
1

を
^

の
標
準
的
諸
条
件
の
も
と
で
営
む
た
め
.に
心
要
な
鉱
刿 

的
資
本.
の
最
低
旦i

を
異
に
す
る
0
そ
し
て
、'「

資
本
の
集
積
.*
集
中
、
分
裂
*. 

分
散
の
傾
向」

：に
よ
っ
て
、.1

方
に
お
い
て
最
低
必
要
資
本
量
が
増
加
し
、
i

大
な
資
本
を
必
要
と
す
る
部
門
が
成
立
‘す
る
の
に
対
し
、
他
方.
で.
は
、
小
資
本■

.

.

.
 

■

 -

 

'

 ■

 .

■

■
...

 .
.
.
 

..

..

.

集
積
•
集
中
と
独
占
：

.

/

の
自
立
ム
う
名
分
野
が
残
存
し
ノ
又
新
た
に
成
立
ず
る
た
め
、
各
部
！
：
の
'資
本 

，の
最
低
必
要
最
の
差.
は
資
本
制
生
産.
の
発
展
に
，つ
れ
て
い
よ
い
よ
拡
大
し
て
ゆ 

く
こ
と
'に
：な
る
。.
今
‘、.
：̂
-
化
0
た
め
に
：「

事
業
を
そ
.の
標
準
的
諸
条
件
の 

.%
>
で
営
む
た
妁
£
:
.

な
資
本
を.
必
：：要
と
す
る
部
門
を「

大
規
模
部 

.

.
R
小
資
本
沈
足
0'
る
部
|:
を
'「

小
規
模
部
2

と
す
る
と
、
か
か
る
規
模

を
異
に
す
る
諸
部
鬥
間
の
利
潤
率
均
等
化
は
次
の
：よ
う
に
行
わ
れ
.る
で
あ
ろ

5
0 

.

. 

' 
.
.
ン

.
：

：

.

.

.，
大
規
模
部
問
呀
は
劣
專
生
産
設
備
し
か
購
入
で
き
な
い
よ
う
な

-1

.定6
資 

.
本
量
も
、
小
規
膜
部
門
で
校
最
高
の
設
備
を
購
入
し
う
る
。
あ
る
部
門
で
特
別 

.
利
潤
.を
獲
得
し
う
る
程
の
相
対
的
に
大
な
る
資
本
も
、
他
の
部
鬥
で
は
、
標
準 

額
に
す
ぎ
な
い'
か
も
ん
れ.な
い
。
：
そ
れ
故
、
も
し
各
部
門
の
標
準
的
資
本
に
お 

い
て
利
潤
: ^
L

^

. b

、：
各
部
門
の
標
準
的
資
本
は
必
ず
平
均
刹
潤
を
実
現 

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
'
当
然
大
規
模
部
門
か
ら
小
規
模
部
門
べ
の
資
本
移
動
が 

お
こ
る
で
あ
ろ
う
。
；こ
の
資
本
移
動
は
、
資
本
の
大
小
に
宓
じ
た
利
潤
ぎ
の
階 

層
的
均
等
化
が
成
立
す
る
ま
で
：つ
づ
く
で
あ
ろ
う
。
：
こ
の
結
果
、
大
規
模

部
！： 

の
標
雜
的
資
本
は
よ
り
高
い
利
潤
率
を
実
現
し
、
小
規
模
部
門
の
そ
れ
は
よ
り 

低
い
利
潤
率
し
か
実
現
し
え
な
い
ど
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
利
潤
率
の
.高
い 

部
面
へ
の
資
本
移
動
は
，

「

自
由」

で
は
あ
る
が
、
：小
資
本
は
存
立
最
低
必
要
量 

に
み
太
な
い
れ
め
大
規
模
部
門
入
，は
全
く
流
入
で
き
な
い
か
、
又
は
流
入
し
た 

と
し
て
，も
そ
こ
で
は
決
し
て
高
利
调
率
を
実
現
で
き
な
い
た
め
、
轸
動
は
阻

i t 

さ

れ

る

。
，

.
小
廣
本
は
小
規
模
諸
部

i
:

の
間
で
移
動
ん
て
、
.そ
こ
に
お
け
る
利
濶 

率
を
均
等
紫
.せ
る
の
み
で
あ- %

こ
こ
.
で
は
簡
単
化
の
た.
め
に
、
社
会
諸
部

• 

三
三
ハ
四
〇
五)

；



門
如
大
小
一
一
つ
に
わ
け
て
論
じ
た
亦
？
実
際
は
、
さ
ま
ざ
ま
の

.
最

低

資

本
: *

^
 

も
つ.
諸
々
の
部
門̂

^

在
す
る
へ
の;^
あ
谷
か
ら
、
ヘ
赓
大
規
模
馨
鬥
に
お
け
^
 

最
高
の
利
觸
率
か
ら' 

最
小
規
模
諸
部
門
で
の
最
低
別
潤
率
ま
.
で
の
、
利
潤
率■ 

の̂

!

的
®

化
が
生
ず
る
お
け
で
：あ
名。
/.
'

M
上
、，；自
由
競
毎
を
前
提
と
し
.て
も
、'
大
小
資
本
の
，競
争
に
よ
.っ
て
、
諸
部 

P9
間
に
利
潤
率
の
較
差
が
坐
ず
る
傾
向
を
み
た
■ °
し
か
し
な
が
ら
、
産
®

本 

主
義
の
段
階
に
お
い
：て
は
>
集
積
‘
：集
中
が
進
ん
だ
と
い.
っ
て
も
、，諸
部
門
亂 

の
規
模
め
差
は
現
段
階
に
み
ら
れ
る
.よ
ぅ
な
極
端
な
も
の
で
は
な
い
。' 
し
か 

も
、
こ
の
段
階
を
特
徴
づ
け
る
技
術
、
市
場
の
急
速
な
発
展
は
、
各
部S

：

を
極 

度.
に
不
均
等
に
発
展
さ
せ
、
：叉
浙
た
な
部
£
を
た
ぇ
ず
発
生
さ
せ
る
。
小
資
本 

も
急
速
に
大
資
本
に
成
長
じ
、
小
規
模
部
門
の
大
規
模
部
B
へ
の
急
激
な
発
展 

も
少
な
く
な
い
。
す
炎
わ
ち
諸
部
門
間
の
魂
模
の
差
は
固
定
的
で
は
な
ぺ
そ 

れ
故
、
規
模
の
差
に
も
と
づ
く
利
^
率
の
部
^
別
較
差
と
い
づ
て
も
' 
今
日
に
'
 

み
ら
れ
る
程
大
き
く
も
な
く
、
ま
た
固
定
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
.た

の

で
あ 

る
。
_

へ

こ
れ
に
反
し
、
か
か
る
部S

：

間
利
濶
率
較
差
が
よ
り
拡
大
.
固
定
化
す
る
と 

こ
ろ
に
現
段
階
の
特
徴
が
あ
る
の.
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
は
集
積.

集
中
の
よ 

り一

層
の
発
展
で
あ
る
。
し
た
が
っ
-X
、
本
節
に
み
た
ご
と
き
利
潤
率
較
差
こ 

そ
独
占
段
階
に
お
け.
る
利
潤
率
の
^
!
化
の
萌
芽
形
態
な
の
で
あ
る
。，
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注
2
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'.
'
姻
稿
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「

資
本
の
集
積.
集
中
と
分
裂
：，
分
散」 (

三
田
学
会
：雑
誌
第
五 

.

十
巻
第
七
#
：̂
を
参
照
さ
れ
だ
い
0
:
、

.

.

C

注
3)  
'
産
業
資
本
主
義
の
段
階
セ.
利
潤
率
が
均
等
化
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ 

■Vれ.
は-「

.
た
'え
ざ
る
不
均
等
:©
P
次
ざ
る
均
等
化」

，C

マ.i

グ

ス
：

)

で
あ
り
、
各 

.

部
門
の.
利
潤
率
は
、：
さ.
ま
ざ
ま
な
需
給
の
■条
件
に
よ
り
不
均
等
な
変
動
を
た 

え
ず
お
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、.
こ
こ
で
は
、
集
積
•
集
中
、
分
裂
•
分 

散
の.
傾
向
の
及
ぼ
す
影.
響
の
み
を
純
粋
に
論
ず
る
。

•

(

注
4)

但
し
、
費
用
較
差
は
直
ち
に
利
潤
率
較
差
を
意
味
し
な
い
。
利
潤
率 

:■

は
総
投
下
資
本
に
対
す
る
利
潤
の
せ
率
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
回
転
の
お
そ
い 

,
尨
大
众
設
備
は
、
商
品
ー
コ
当
り
の
費
用
価
格
を
低
下
せ
し
め
る
と
同
時 

ぃ.
に
、
利
潤
率
を
低
落
せ
し
め
る
可
能
性
も
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
大
小 

::資
本
の
競
争
の
特
定
の
局
面
で
は
し
ば
し
ば
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
長
期
的 

.

■に
は
、
大
資
本
の
利
潤
率
の
方
が
高
い
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(

注
5.)

詳
し
く
は
、
拙

稿(

注
⑵
前
出)

参
照
。

(

注
6

)

マ
ル
ク
ス『

資
本
論』

第
三
部
第
十
章
参
照
。

(

注
7)

内
，M

a
rx

;  

-D
a
s  K

a
p

ita
r、

B
d
.  I,  s.  6

5
9
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訳

⑷

一
三 

一
頁
。

.

(
注
'8)

マ
ル
ク
ス
は『

資
本
論』

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
部
門
の
利
潤
率
の 

均
等
化
を
説
い
た
が
、
^
の
引
用
文
は
、
彼
が
小
資
本
の
低
利
潤
率
を
知
っ 

て
い
た.
こ
と
を
^
し
て
い
る
。
.

.

.
.「

よ
り
大
き
な
資
本
は
よ
り
小
さ
な
資
本
に
打
勝
つ
。
さ
ら
に
想
起
さ
れ

る
の
は
、
資
本
制
生
鹿
様
式
の
発
展
.
に
.つ
れ
て
、'
事
業
を
そ
の
標
準
的
諸
条'
 

•
件
の
も
と.
で
営
办
た
め
に
必
婆
な.個
別
的
資
本
の
最
低
量
が
増
加
す
.る
と
い 

ぅ
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
よ
り
小
さ
‘な
諸
資
本
は
、
大
工
業
に
：よ
っ
て
は 

ま
.だ
散
在
的
に
し
か
、..あ
る
い
：は
不
完
全
に.し
か
、
征
服
さ
れ
て
い
な
い
諸 

生
遞
部
而
に
突
入
する
。
競
^
は
^
こ
で
は
、
趴
対
的
諸
資
本
の
数
に
芷
比 

例
し
、.
そ
の
太
い
さ
に
逆
比
例
し
て
猛
烈
で
.
あ
る
。
そ
，れ
は
常
に
、
多
数
の 

よ
.り
小
さ
な
資
本
家
た
ち
の
滅
亡
を
も
；.
つ.
て
終
る
.

K
,

.Ma
r
x
;
.
a
.
a
.

0J 

8
.

:
6

5
9

.訳
[4-

)

ー.三一頁
。
.

.,.

.

第
一
一
筋
一
•
集

積

•
集

中

に

よ

る

独

占

化

傾

向:-

.-マ
ル
ク
ス
は
、I

め
集
積 
>

集
#•

が
、.

へ
，
の.
必
然
的
傾
向
を
本
づ
.て 

い
る
点
を
17 K

し
た
が
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
幕

国

主

義

論

』

^

お
い
て
、
- .

生
産
'の

. 

集
積
に
よ
る
独
占Q

発
坐
は
、：' ^
じ
て
資
本
主
義.
の
現
在
の
発
展
段
階
の

1

■般
，
'

的

、
根
本
的
な
满
則
な
の
セ
あ
な

」

と
途
：ベ
、

「

坐
産
の
集
積.1

を
独
占
成
立
め
基 

礎
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

:'-

と
こ
ろ
で
、
；レ_

一
一.
ン
の
い
ぅ.「

£

か
勢̂

j

と.；.

は
、
た
ん
に
資
本
め
集
積
に
よ
る

「

生
産
：« 0.
規
模1
大1 _
.

を
意
味
す
る
も
の
で
は 

な
く
、.
マ，ル
ク
ス
の「

資
本
の
集
積
及
び
集
中
户
に
対
^
す
る
も
の
で
あ
る
と

I

 

f

 :> 

.
 

、

思
わ
れ
る
0

す
な
わ
ち
、
-

マ
ル
ク
ス’
に
よ
っ
：て';
>

資
本
の
集
積
：の
結
果
と
し
て 

も

、

又
資
本
め
集
中€>-

:
結
果
と.

し.

て.
も_

す

：る「

作

業

規

摸

の

(

8

ル」

.-
1
産

業
:

.

.

.(

注 
6)

醫
の
拡
大」

と
い
わ
れ
た
も
の
こ
そ
、.
レー

：
-
1

シ
が':「

生
産
の
集
||.|と
呼
. 

ん
だ
も
の
で
あ
り
、：か
か
る
内
容
に
お
い
て
'、
レー
 

>1

ン
は
、'生
産
の
集
積
に 

基
づ
い.
た
独
占
を
資
本
宝
義
：の
篇
的
免
化
.

の
基
礎
に.
す
え
た
の.
で
あ
る
。
.

:

集
積
•
集
ギ
と
：独

占
.
 

.

.■.

.

r

資
本
の
集
積
.

集
中
_
-
>独
占
1-

あ
る
い
.は「

坐
産
の
集
積
に
ょ
る
#
、̂

の
発 

生」

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
、

一
部
門
内
に
お
け
る 

.
「

資
本
の
集
積
.

集
中
->

独
占」

の
傾
向
を
と
り
あ
げ
、
次
節
以
下
で
、
大
規 

'

摸
部
門
に
お
け
るS

産
の
集
積
を
基
礎
に
し
た
独
占

」
.の
意
義
を
全
社
会
的 

視
点
か
ら
.考
察
す
る
.

と
：：

と
^

す
る
0

〈

注
1〕

'
 

ヴ
,
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 •

レ
！ 
ニ
ン『

資
本
主
義
の
最
高
の
段
階
と
し
て
の
帝
国 

.
主
義1

.

訳

，
佥

集

第

二
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三
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'
'
.

.

■.
'

.

'

■

:

■

:

(

注.30
:.

『

資
本
論』

;.,
に.
故
け
る
、K

o
n

z
e

n
tra

c+io
n

は
集
積
、z

e
n

tra
li-  

3
容
1
目
'
は
集
中
と
訳
さ
れ.
る
の
が
定
訳
で
あ
る
：へ
に
も
か
^
わ
ら
ず
、

レ
I 

.,"「

モ
，
ン『

帝
国
主
義•
論』

.

に

お

け

る.K
o

s
e

H
T

P
g

n
H

a

は
、

し
，ば

し

ば

「

集 

'
中
1-
と
■■訳
さ.
れ..
て..
い
る
。
..
ノ
；.. 

-..

■
;

こ.
の
問
題
杧.づ
い
て
触
.れ
て
へ
い
る
論
文
も
少
な
く
な
ぃ
が
、

次
の

f

に 

.

.
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
わ
か
'
 
れ
て
い
る
,.
0
'し
か
し
、
：そ
の
多
く 
.は
、

「

資
本
の
集 

:：

積J
.

と.「

生
産
の.
集
積
'—
::
を.
区
別
し
て
.い
な
い
し
、、

「

$

め
»

稹

，_

中」

.
 

'と
.

「

生
塵
の_

m

と
の
'対
璐
関
係.
を
と
ら
.え
て
い
な
.い
0

㈠
：「

レ
丨
ニ
 

シ̂
に
お
け
る
：

『

集
積』

.'

.はr:

集
中
を
.食
む
広
義
の
集
镄
i
し

て

理

解

.し

て

ょ 

•'
ぃ」

-.
#
東
@
¥
ー『

中

小

企

業

論̂
昭
和
一.ー
一
十
ニ
.年
、
日
本
評
論
新
社
、1:1.

八
，.

:'
四
貢
0
'(4
.
,;
'「

レ

丨-
:
ィ
は
、'.
内
容
的
に
は
、.

マ：
ル
ク
ス
の
い.
ぅ

集
中
に
つ 

ノ
い
七
述
べ
^
^
ぶ

と
-
ろ
で
も
、
■集
積
：：(

コ
ゾ
ー
ッ
'エ
V

ト
7,
1
ッ
ィ
ャ)

.

と.

，
ニ
ー
|
五.:(

'四

〇
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)
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ぉ
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ザ
，
丨
：
ッ

V

ャj
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(

集
中)

と 

/'
'
い
う
術
語
は
ほ
と
ん
ど
ら
ぐ
か
々
て
い
な
い
?'…

…

レ—

-

ン^

こ
’こ
ヤ
言—

っ 

'

て
，い
る
■.『
集
橫』

.'
••
は
、
'-
狭i

意
味
で
の
：『

集
積』

.
に
か
ぎ
：ら
れ
ゐ
も
：の
で
は

.

^
 

^
 

 ̂
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1

-

-
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す
る
も
の
で
あ
っ.
て
、
- 1

生
：産
の.)

集
中」

な
る
訳
は
不
適
当
で
あ
る<
内
田
穰
.
 

.

.

吉

「

生
摩
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集
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と
独̂
!

—
『

帝
国
主
義
論
©
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解
釈』
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マ
ル
：

.

.
ク
ス
経
済
学
体
2
、
'
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書
店
、
：昭
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三
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巻
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:
'

，

「

資
本
の
集
積.
•集
中」

と
い
う
場
合
、
：：資
本
の
集
積
と
は
、
個
別
資
本
.に
.

.

お
け
る
剰
余
価
値
の
資
本
へ
：
の
'再
転
化
で.
あ
り
、.—

産
手
段
及
び
労
働
に
対
す 

る
指
揮
の
集
積
と
し
て
み
ず
か
ら
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

-
よ
う
な
資
.
 

本
の
.集
積
と
、
；そ
れ
に
よ
る
生
産
手
段
の
集
穰

=

生
産
の
集
積
、
の
発
展
の
：過 

程
は
、
そ
れ
自
体
と.し
て
は
必
ず
し
も
独
占
へ
の
傾
向
を
も
つ
も
の
？

'は
な
.
い
。 

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
適
程
は
、
そ
の
.個
別
資
本
め
属
し
て
い
る
産
業
部
B

に
お
け 

る
資
本
家
数
の
増
減
と
は
、

；  
一̂

無
関
係
な
も
の.だ

か

ら

.で

あ

る

P

そ
れ
故
、
： 

産
薩
体
が
急
激
に
成
長
す
る
よ
う
な
時
骈
に
は
、
個
別
資
本
に
お
け
る
資
本 

の
集
積
は.、
そ
の
産
業
部
門
に
属
す
る
資
本
家
数
の
増
大
に
：伴
っ
て
発
展
し
う

.
 

る
の
で
あ
る
。.  

-

こ
れ
に
対
し
て
、
資
本
の
集
中
と
は
、
'
自
本
の
個
別
的
自
立
の
止
揚
..資 

本
家
に
よ
る.資
本
家
の
収
奪
，
少
数
の±

罾
ネ
へ
の
' #

数
の
小
資
本
の
転
化
を
，

,

三

六C

四
〇
八)

へ
生7
V 
■
 

'

，意
味
す
る
。：
集
中
は
：「

併
呑
と
い
う
暴
力
的
な
產
で
I
s
れ
る
か
、
あ
る
い 

は
、：す.
で
に
：形
成
さ
れ
つ
：つ
あ
る
、多
数
の
資
本
の
融
合
が
株
式
会
社
の
形
成
と 

い
i
よ
り
円
滑
な
方
法
に
よ
っ.
て.
行
わ
：
れ
る
か
を
問
わ
ず」

「

産
業
資
本
家
た 

.
ち
に
彼
ら
の
作
業
の
‘規
模
を
拡
大
す
る
こ
と.
を
得
せ
し
め
る」

。
夂
、
.

「

資
本
制. 

生
産
の
：拡
大
は
、.1

方
で
'は
社
会
的
欲
望
を
創
造
し
、
：他
方
で.
は
、
資
本
の
先 

、行
的
集
中
を
ま
フ
て
の
み
実
現
さ
れ
う
る
よ
う
な
強
大
な
産
業
的
諸
企
業
の
技 

術
的
手
段
を
創
造
竹
奶」

。
こ
：の
よ

う
な
、急
激
.な
生
産
規
模
の
拡
大
を
も
た
ら 

すF

資
本
の
集
中
1-
は
、
：：当
該
部S

：

内
の
企
業
数
を
f

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
 

「

あ
る
与
え
ら
れ
た
事
業
部
鬥
で
は
、' 
そV

で
投
下
さ
れ
た
襲
本
が
一
コ
の 

.
個
別
資
本
に
融
合
す
る
よ.
う
な
こ
と
で
も
あ
れ
ば
.、
集
中
が
そ
の
極
限
に
達
す 

る
で
あ
M
5L
1--
か
ら
、
：集
中
が
：そ
れ
自
体
と
し
て
独
占
へ
の
傾
向
を
も
つ
こ
と 

.
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

*

こ
-
で
.、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
唯
一
の
企
業
に
よ
る
文. 

i

通
り
の
独
占
は
、
現
実
に
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
い-
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
部

Q -
十；
2

)

 

I 

.
 

.
 

*

':
門
の
生
産
暈
の
相
当
の.
割
合
を
一
企
業
が
、.
叉
は
各
種
の
協
定
に
よ
，っ
て
結 

'

ば
れ
た
複
数
の
企
業
が
掌
提
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
価
格
を
決
宛
し
う
る
力
を 

も
つ
の
で
；あ
る
。
こ

の
意
味
で
独
占
的
と
い
わ
机
う
る
し
、
本
稿
で
〃
独
占
"

.

と
'い
う
場
合
は
か
か
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

•

.

-
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•

.

.

.

.

.

.

.

.
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ス
ゥ
ィ
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ジ
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は
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こ
れ
を
、
ほ
ぼ
四
分
の
三
な
い
し
五
分
の
四
と

し
て
い
る
o 
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sw
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:
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-
-

も
ち
ろ
ん
集
積
と
集
中
と
は
決
し
て
無
関
係
な
も
の
で
は
な

i

申
は
常
に
.
 

.
一
定
の
集
積
を
基
礎
に
し
、
且.つ
•、
他
面
で
は
集
積
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
か 

ら
、
独
占
化
の
傾
向
は

r
i

#

•

鄭5
-
>
独

占」

と
し
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら 

炎
い
。
さ
ら
に
又
集
積•
集
中
.は
部
M

内
生
産
者
数
の
減
少
傾
向
を
含
ん
だ
生 

産
規
模
の
拡
大
を
も
た
ら
し
つ
つ
独
占
へ
導
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
独
占
化 

の
傾
向
が
他
面
で
は5>
産
の
集
齋
丨>  
独
S」

と
い
う
表
現
が
与
え
ら
れ
る
理 

由
が
あ
る
。
 

.

:

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な

「

集
積
•

集
f
>

独
占」

が
傾
苟
と
し
て
貫
く 

と
し
て
も
、.
そ
れ
は
傾
向
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
独
占
を
成
立
せ
し
め
る
わ
け
で 

は
な
い
。
第
一
に「

資
本
の
蓄
積
に
つ
れ
て
、
資
本
家
の
数
も
多
か
れ
少
な
か

.
 

九
増
加
す
る」

と
い
う
資
本
の
分
裂‘
分
散
の
傾
向
が
.反
作
用
を
及
ぽ
す
。

そ 

れ
は
、
各
部̂

の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
び
5^
。
さ
ら
に
当
該 

部
^

で
の「

集
積
.

集
冲
の
傾
向」

.

が
こ
の「

分
裂
'

分
散
の
傾
向」

に
打
ち 

苋
.ち
、
当
部̂

の
企
寒
数
の
繁
ノ
傾
向
を
賞
く
と
し
て
'も

、
%-
し

市

場

が

急

速 

に
成
長
し
、
需
要
が
供
給
を
常
に
上
回
る
よ
う
な
狀
況
の
下
で
は
、
当
部

F 5

へ 

の
資
本
流
入
を̂
^

し
、
企
|£

激
'
の
規
実
的
減
少
に
な|0
.
な

い

こ

.
と

も

あ

り

う 

る
。.
従
っ
て
集
積•

集
中
が
現
実
に
企
業
数
を
減
少
さ
せ
る
.た
めU

枕
、..
一
定
'
 

:
集

,

.

：
集

中

と

独

占

''
'

'  

:

の
，市
場
条
件
を
前
提
：と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.

.

す
な
わ
ち.
、..
市
場
の
拡
大
が
停
滞
的
な
も
と
で
集
積
•
集
中
が
進
行
す
る
場 

.
合——

ょ
り
一
般
的
に
沄
え
ば
、
市
場
拡
大
の
速
度
ょ
り
も
集
積
‘
集
中
の
速 

度
が
大
な
る
場
洽
に
の
み
、
独
占
：̂

向
は
現
実
的
と
な
ろ
ぅ
。
そ
れ
故
、.
第 

1

に
、
交
通
運
輸
.の
未
発
達
が
地
方
的
小
市
場
を
成
立
維
持
せ
し
め
て
い
る
か 

ぎ.
り
に
お
い
て
、
そ
こ
で
は
独
占
が
成
立
し
や
す
い
こ
と
に
な
る
。
次
に
こ
れ 

以
上
に
重
要
な
の.
は
、
資
本
主
義
の
発
展
が
必
i

に
.と
る
形
態
た
る
軋
業
循 

環
の
、
恐
慌
局
面
に
お
け
る
ホ
^
の
殳
双
の
収
縮
及
び
本
況
期
の
ホ
罾
の
停
滞 

で
あ
る
。
好
況
期
に
お
け
る
市
場
拡
大
は
資
本
の
集
積
を
促
進
す
る
と
同
時
に 

生
産
者
数
の
：増
大
を
も
た
ら
す
。
と
く
に
、
こ
の.
局
面
の
■

の
一
般
的
上
昇 

が
費
用
価
格
条
件
の
劣
悪
な
小
企
業
を
自
立
、
増
加
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
の 

で
、：
次
の
恐
慌
期.
に
は
か
か
る
小
資
本
の
破
滅
淘
汰
は
は
げ
し
い
。
又
、
恐
慌 

.
不
況
は
小
企
業
の
み
な
ら
ず
大
資
本
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
っ
 

て
、
大
資
本
相
互.
の
収
奪
•
結
合
の
刺
戟
も
強
い
。
こ
れ
ら
の
局
面
で
は
、
集 

中
■，
独
古
化
の
傾
向
は
著
し
く
促
進
さ
i
L̂

6
。
''
-

.■
 

: 

.
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.

く
ゎ
し
く
は
拙
犒『

資
本
の
集
積‘
集
中
と
分
裂.
分
散』

(

前
出)

.

、
.を
参
厢
さ
れ
た
い0..::..
.

•(

注
1 5
>
:

摩
業
資
本
主
義
が
氲
速
に
発
展
し
て
き
た
時
代
に
は
、
多
く
の
部
門 

'•
找
、
そ
め
企
業
数
を
も
蹭
浏
：夸
せ
：て
き
た
。
十
九
世
紀
前
半
に
ぉ
.け
-?
>
ィ

ギ

リ

.
一
一

1

七
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四0
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ス
資
本
主
義
の
こ
の
，よ
ぅ
な
状
態
に
つ
い
て
、
レ
ヴ
.ィ
は
多
く
0 -
例
証
を
し

て
い
^
。

9

, L
e

v
y

;

 

^
 

M
o

n
o

p
o

l
e

,

 

K
a

r

c f-
e

n
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u
n
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T
r

u
s

t
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:A
&

.  1
9

2
7

'J
i,  fe

rs,  91.)'

.
§

>

レ- >(
シ
は
'r

恐
慌
は.
、
そ
れ
ば
そ
れ
で
、
集
積
と
，独
占
へ
の
傾
向 

.
，
を大
々
的
に
強
め
る
。」

と
の
：ベ
：、

一

九
〇
〇
年
の
恐
德
が
：

独
占
形
成
に 

も
っ
た
意
義
に
関
す
る
ヤ
イ
デ
ル
ス
の
考
察
を
、
き.
わ
め
て
教
訓
的
な
考
察
：
 

と
，
し

て

評

価

し

て

い

，
る

(
レ~
ニ
ン
、
前
掲
書
、
訳
ニ
四
〇〜

ー—*
四
一.
頁)

。

又
、
十
九
世
紀
末
の
恐
慌
が
独
占
，成
立
を
促
し
た
点
に
つ
い
て
の
エ
ン
ゲ 

.ル
ス
の
叙
述
.

(『

資
本
論』

：第
三
巻
中
の
注
、
>

o

g
 

K
a
p
i
t
a
l
-
B
d
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日
• S

S
.
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7

00-
4
7
9
)

も
参
照
。

.

.

第

三

節

生

産

の

集

積

を

基

礎

に

し

た

独

古

'
.

さ
て
、
第.
ニ
節
で.
述
べ
たI,

部£

内
に
お
け
る「

集
積
•
集
中-
>
独
古」

.の 

© .
向
は
、.
あ
ら
ゆ
る

部
門
で
作
用
す
る
が
、

資
本
の
最
低
必
要
量
が
異
な
る
各 

部
門
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向.
は
必
ず
し
も一 .

様
に
賞
く
わ
け
：で
は
な
い
。
大 

量
の
資
本
を
必
要
と
す
る
大
規
模
部
門
で
は
、
独
占
の
形
成

•-
'

,

維
持
は
よ
り
容 

易
で
あ
り
、

し
か
も
か
か
る
部
ほ
の
独
占
こ
そ
が
、
国
民
経
済
全
体
に
お
い
て 

重
要.
な
比
重
を
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
独
占
は
何
よ
り
も
ま
ず「

生
産
の
集 

積
を
基
礎
と
し
た
独
占」

n

「

大
規
模
部
門
の
独
占」

と
し
て

把
え
な
.げ
れ
ば 

な
ら
な
い
。

M

ま
ず
独
占
が
大
規
模
部
門
で
成
立
し
や
す
い
と
い
ぅ
点
に
つ.
い
て
、
レ
ヴ
ィ 

は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
"「

太
ブ
リ
テ
ン
で
は
、
ま
さ

.

に
企
業
办
規
摸.

■
 

,

.

.
三
八 

S 
一
 
S

が
犬
ぎ
い
ご
：と
と
：、：

そ
れ
:̂

の
企
業
の
技
術
水
準
が
高
い
こ
と
が
、
.独
占
へ
の 

傾
向
を
ひ
そ
ま
せ
て
如
る
。

一
方
で
は
、
集
積
の
結
果
' 
一
企
業
あ
た
り
に
支 

出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
本
投
下
額
が
巨
大
と.
及
り
、

そ
の
た
め
新
し
い 

企
業
に
と.
っ'て
は
ま
す
ま
す
大
き
な
額
の
資
本
が
必
要
と
な
り
、
そ
し
て
そ
の 

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
企
業
の
出
現
は
困
難
に
な
る
。
他
方
で
は(

そ
し
て 

わ
れ
わ
れ
に
は
こ
の
点
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
が)

、
集

靈

程 

を
基
礎
に
し
て
い
る
巨
大
企
業
の
水
準
に
立
と
う
と
の
ぞ
む
新
し
い
企
業
は
み 

な
、
非
常
に
多
量
の
生
産
物
を
余
分.
に
f

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
生 

産
物
を
有
利
に
販
売
で
き
る
の
は
需
要
が
非
常
に
増
大
す
る
ば
あ
い
だ
け
で
あ 

り
、

そ
う
で
な
い
ば
あ
い
に
は
、
こ
の
余
分
の.
生
産
物
の
た
め
、
標

は

、
こ 

の
新
し
い
企
業
.に
と
っ
て
も
独
占
団
体
に
と
っ
て
も
ひ
き
あ
わ
な
い
よ
う
な
水 

,
準
に
，お.
し
さ
げ
ら
れ
る
と.
と
に
^
る」

。が
く
て
、
大
規
模
部£

へ
の
資
本
流
入 

は
ー
殷
的
に
困
難
で
，あ
り
、'.
た
と
え
大
資
本
が
流
入
し
た
場
合
に
も
、
大
資
本 

相
互
間
に
生
ず
る
死
活
的
競
争
は
独
占
的
結
合
へ
刺
戟
を
与
え
る
。

C

注
1)

a
，L

e
v
y
;
,

 

t
g
o
n
o
d
o
l
e
, 

K
a
r
t
e
l
l
e

 

i
pu
H
r
u
s
t
s
、

2 

-
A

u
f
i.  

S
.  

2
9

0
.

こ
れ
に
反
し
て
、
小
規
模
部
^
で
は
、

一
般
水
準
以
下
の
低
賃
金
、
需
要
の 

小
量
性
•
不
規
則
性
等
の
市
場
条
件
、
そ
れ
ら
と
相
関
関
係
に
あ
る
技
術
水
準 

の
低
さ
等
の
諳
要
因
が
小
資
本
の
自
立
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
’
こ
れ
ら 

Q

要
因
は
集
積.
‘集
中
の
傾
向
を
阻
止
す
る
作
用
を
も
つ
た
め
、
小
資
本
の
存

綺
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
発
達
せ
る
大
規
模
部S

：

で
は
自
立
で
き
な
い
よ
ぅ
な 

小
資
本
が
殺
到
す
る
。「

競
命
は
こ
こ
で
は
、
敵
対
的
？

W

本
の
数
に
正
比
例 

し
そ
の
大
い
さ.
に
逆
比
，例
し
て
猛
烈
で
あ
がII。

し
た
が
っ
て
、
小
規
m
部
^
で 

は
、
多
数
の
小
企
業
が
競
争
し
て
い
：る
よ
ぅ
な
状
態
が
む
し
ろ
一
般
的
為
の
で

あ
る
。
 

.

.

.

.

.

■■
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注 
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M
a
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x
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頁
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■

D
a

s

 

K
a

p
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a
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s
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6
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訳
⑷

一
三

'
も

？
と
も
、
小
規
模
部
£:.
で
も
、
前
節
で
述
べ
た
よ
ぅ
な
あ
ら
ゆ
る
部
門
で 

眞
徹
す
る「

集
積
•
集
ホ
丨
独
占」

60
:
傾
向
が
|̂
止
的
要
因
に
#1
ち
か
'-
>
て
、
 

ど
く
少
数
の
企
拳
が
残
る
場
合
も
あ
る
し
、''..
さ
ら.
に
又
、
新
た
な
小
規
模
部
朽 

の
発
生
に
際
し.
て
は
、:-
：当
初
は
常
に
少
数
の
企
業
に
ょ
つ
て
営
史
れ
る
傾
向
が 

あ
る
か
ら
、
小
規
模
部£

：

で
も
い
わ
ゆ
る「

独
占
''
—
：が
成
立
す
る
場
合
も
あ
り 

ぅ
る
。.
そ
し
'て
と
の
ょ
5--
な
小
資
本
に
ょ
る
い
わ
ゆ
る「

独
古」

も
独
占
で.
あ
：
 

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、.

m̂
量
を
調
整
し
、
M

を
吊
上
げ
、
利
潤
を
増
大 

し
ょ
ぅ
と
す
る
で
あ
ろ
ヶ
が
、
こ
の
作
用
は
、.
大
規
模
部
^
に
お
け
る
そ
れ
と

は
全
く
意
義
を
異
に
^.
る
も
の.
で
あ
る
o 

. 

■
,

• 

. 

... 

- 

■
 

:

.

何
故
な
ら
ば
独
^
に
ょ
る
德
引
上
げ
の
可
能
性
の
程
度
、
あ
る
い
は
そ
の 

永
続
性
の
如
何
は
も
V
ぱ
ら
競
^
#_

の
罾
^
に
ょ
マ
て
左
右
さ
れ
る
が
'
こ 

以
点
で
は
い
ず
れ
も
坐
産
の
.集
積
に
基
い
た
大
規
模
部
門
の
大
資
本
の
方
が
有 

利
で
ぁ
衣
.°,
:.
リ

;

'

'
;
.

:
.

.

■:.
'

集

積

，
集

中

と

独

占
.
'

.
第
一
に
、.•
潜
在
的
競
争
と
い
わ
れ
る
、
当
該
部
門
へ
の
資
本
流
入
の
可
能
性 

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
部
門
の.
方
が
競
争
の
脅
威
下
に
あ
る
こ
と
は
明. 

ら
か
で
あ
る
。
大
規
模
部£

：

の
場
合
は
、
.た
と
え
独
占
に
よ
っ
て
煙
仰
し
た
が 

，
っ

て

ま

た
^

が
^

め
ら

れ
た
と
し

て
も
、

こ
の
部
門
の
最
低
必
要
資
本
量 

に
達
し
だ
い
小
資
本
が
巯
1<
ず
る
こ
と.
は
不
可
熊
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
小 

規
模
部
門
の«
占
が
利
潤
率
を
高
め
る
な
ら
ば
、
'そ
れ
は
小
資
本
に
と
っ
て
の 

み
な
ら
ず
よ
り
大
な
る
資
本
に
と
'っ
て
も
、
こ
の
部
門
べ
の
流
入
の
刺
戟
と
な 

る
。
こ
れ
は
こ
の
部
門
の
最
低
必
要
資
本
量
が
小
で
あ
石
だ
け
に
よ
り

f

で 

あ.
る
。
さ
ら
に
：ま
た
小
規
模
M

の
独
占
に
お
い
て
柱
々
に
し
て
み
ら

れ

る
よ 

ぅ
に
、
独
占
が
生
産
方
法
办
特
許
に
よ
ブ
て
な
ざ
れ
て
い
を
場
合
で
さ
え
、
同 

一
生
産
物
を
生
産
す
る
他.
の
方
法
：を
発
明
し
.導
入
し
て
こ
の
独
占
を
破
壊
し
ぅ 

る
可
能
性
を
、
大
資
本
は.
よ
り
多
く
も
っ.
て
い
る
の
で
あ
る
。
\

'
次
に
、4

、

商
品
の
生
産
の
独
由
は
そ
の
商
品
と
代M

i

を
も
つ
商
品
の
存
在 

.に
よ
ら
て制
約
を
}
け
、...
その̂

が密接であれば

あ
る
だ
け
独
占
の
意 

義
が
P

し
、
，：価
格
吊
上
げ
が
不
可
能
に
な
る
が
：、
.か
か
る
i

商
品
と
の
競 

争
で
は
、
大
規
模
部
門
で
の
大
資
本
独
占
の
有
利
性
は
.よ
り
一
層
明
白
で
あ 

る
。
小
規
模
部
P5
独
占
は
、'
た
と
え
特
許
、
自
然
的
条
件
そ
の
他
を
通
じ
て
保 

護

さ

れ

るこ
ど

に

よ

づて
、..
資
本
の
直
接
的
流
入
を
胆
止
.で
き
た
と
■し
て
も
、 

代
替
品
の
生
産
を.
阻
止
す
る
こ
と
は
謹.
で
あ
る
。
.こ
の
独
占
が
高
利
潤
率
を 

ぐ

あ
げ
る
な
ら
ば(

■他
の
資
本
は
こ
の
部̂
.

の
生
産
物
と
i

な
®

性
■を
も
つ 

商
品
を
坐
産
す
べ
で
殺
到
し
、
か
く
し
て
-.

^
こ
の
独
占
の
^
1
:を
減
殺
す
る
で

お
ろ
ぅ
。
こ
れ
ぱ
反
し>:
大
規
模
部
£:

独
占
は
1

そ
の
資
卖
に
よ
っ'
て
、
•み

-'

■.

.

.
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ず
か
ん
§

品
の
生
産
，に
の
り
出
し
た
り
、
又
、
密
接
な
代
替
商
品
の.
生
産
方.

;.
'
法
の
特
許
を
貿
占
め.
る
等
し.
て
、：_.
こ

,0
よ
^
な
代
替
品
と
0
競
争
を
封
毀
し
よ.

'
A
T
S

t:.

す
る
か
ち
、:
-

の
点
に
お■い
て
も
、,'
大
^

本
.ほ
、と
競€
.
を
.排
除
す
る
可
能’ 

性
が
大
き
い
こ
：と
は
明
ち
か
で
あ
6

う
0 

•

-

 

:

か
く
し
て
、.
小
規
模
部̂

独
a

は
、'
た
.と
え
成
立
し
た
■
と

し

て

も

，
一

.時
的
で
.
 

し
か
.あ
り
え
な
か
つ
た
り
、
又
、
あ
る
程
度
長
期
的
に.維
持
す
る
た
め
に
は
、
，： 

經
の
引
上
げ
を
、
殆
ん
ど
又
ば
金
べ
断
念
せ
ね
ば
な
汶
な

‘い
。
す
な
わ
ち、
.
 

「

独
占」

.
0 -

意
義
を
、み
ず
か
ら
削
減
す
る
こ
，
と
に
:«
]:.
?
て
P

み
存
«

し
.
.う
る
の
..

..
で
あ
る
。
.：
 

'

■

■■
:

'■」

'.

'•

も
hづ
と
も
、
^
^
引
上
げ.
の
難
易
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
は
、
右
の.
諸
競. 

争
と
と
も
に
、
，当
該
独
占
部
朽
内
の
競
争
が
重
要
で
あ
石
0
こ.
の
う
ち
、
独
占 

体
を
構
成
す
る
個
々
の
，資
本
家
間
の
競
#.
で
は
、
：f

排
除
の
：程
度
は
結
合
形.

，
態——

暗
黙
の
M.
.

ヵ

ル

テ

ル
.

ト
ラ
ス
ト
等

—

に
依
存
し
、
独
，̂

非 

独
占
の
競
争
で.
は
、
当
該
生
産
量
の
う
ち
で
、.
独
占
企
業
が
掌
握
し
て
い
る
割 

合
の
如
何
に
依
存
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
小
規
模
部
5
に
お
い
て
と 

の
点
か
ら
み
れ
ば
一
'見
有
利
な
単
一
企
業
の
㈣
^
が
ぬ
立
し
た
と
し
て
も
、
先 

に
み
た
罾
罾
#
の
た
め
そ
の
f

支
配
力
は
弱
い
の
で
あ
る
か
ら
、
大
規
模
部 

12.

で
数
企
業
が「

暗
黙
の
協
宏J

を
し
て
い
る
に
す
ぎ
众
い
と
い
う
よ
う
な
場 

合.
の
方
が
、
よ
り
強
く
^
^
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。.
こ.
の
点
か
ら
.い 

つ
て
も
、

一
部
^
内
.に
ぉ
け
る
企
業
の
数
や
結
合
の
^_

め
み
か
ら
、
直
ち
に 

独
占
办
強
弱
を
論
ず
る
こ
と
は
セ
き
な
い
の
で
城
ん
。

：

.

以
上
に
お
い
て
、
最
低
資
本
量
の
ょ
り
大
な
る
大
規
模
部
朽
ほ
ど
独
占
が
成

:

四 
0

..
:
c 四
'

1

 

ニ)

.

.

立
し
や
す
く.
>

^そ
'の
#

^

:か
つ
.
安
定
的
な
維
持
が
ょ
：り

《

<

^

と
な
.
る
こ
と
、 

そ
し
て
大
規
模
部̂

の
«

位
性
を
も
.た
ら
す
最
大
の」

要
因
は
資
本
量
の
差
で
あ 

る
こ
.
と
、.'
,
が
明
；0
か
と
.な
つ
允
。
：
.
大
規
模
部
|
:
:に
：お

い

て

、
集

靖

.

.
棄

中

を

通 

•

じ
.て
最
低
資
本
量
が
ま
す
ま
す
大
に
な
を
こ
と
（

こ
れ
こ
そ
が
か
か
ふ
部

^
 

:

で
の
独
古
を
確
固
た
ら
し
あ
：て
い
る
基
礎
で
あ
る
。

：
;'
.

へ

.(

：注
3.)

近
代
経
済
学
に
お..
け

るr

独

占」
「

寡

占」

等

の

概

念

は

、

一
.部
門
内 

.

に
存
在
す
る
企
業
数
の.
み
で
規
定
さ
れ
て
い.
る
©
で
、.
本
論
.で
の
ベ
た
ょ
ぅ 

な

小

規

模

部

£

独
占
と
.、

生
産
の
集
猜
を
基
礎
に
し
た
大
規
瘼
部
門
独
占
と 

'

の
、質
的
姜
を
と
：ら
％

ず
、

か
く
て
、

現
段
階

.
を
特
、微

づけ
る

独
占
の
本
質
に 

■.

追
る
こ
と
が
で
き
：な
い
0
又
、
米
国
は
じ
め
各
国
の
.紙
占
調
査
で
と
ら
れ
て

い
る
，方
法
で
.あ

る

が

(
E

,

 

.
.
s，

.
M

a
s

o
n

」；

t

H
c

o
n

o
r

c
d

c
o

o
n

c
e

n

f ra

c f-
i

o
n

 

a
n

d

 

t
h

e
.

M
o

n
o

p
o

l
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F
r

o
b

l
e

日

，
ネ

1
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5
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p
p

,
1

7
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I
s

.

参
照)

、
業
種 

'

別
.
の
生
産
：集

中

度

C
1

部
門
内
の
上
位
諸
企
業
が
占
め
.る
生
産
量
の
比
率
を 

.

.

示
す
も
の

)

.

.
を
i t

接
比
較
す
.

る
こ
.と
_
に
も
問
題
が
あ
ろ
ぅ
。

な
お
、
.J..S. 

ベ
ィ
ン
は
従
来
の
理
論
；

g

乃

至

実

証

的

研

究

に

お

け

る「

客

か

M
」

の 

不
当
な
過
小
評
価
を
批
判
し
、

さ
ま
ぎ
.

ま
な
部
門
.
の
参
A >
# '
# '
を

实

証

的

に
 

研

究

し

て.

い
.
.る
.(

J
.

 

S
.

 

B
a

i
n

 

%

 

B
a

r
r

i
e

r
s

:

 

t
o

 

N
e

w

 

c
o

m
p
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0

n
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.
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.
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5
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0
0

,

さ
ら
に
ま
た
、
諸
部1
:
に
お
け
る
独
古
の
重
要
性
の
問
題
と
し
て
は
、
そ
れ 

が
国
民
経
済
に.
お
い
て
占
め
る
比
重
及
び
位
置
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

前
掲
拙
稿
で
み
た
ご
と

V
、

需
要
が
大
量
で
あ
り
、
恒
常
的
で
あ
る
よ
う
な
商 

品
の
坐
産
部5：

で
は
、.

技
術
の
発
達
が
刺
戟
さ
れ
て
集
積
•

員
#
が
急
速
に
進 

み
、
逆
に
か
か
る
技
術
の
発
達U

大
規
模
化
は
需
要
を
大
量
ぬ
す
る
、，
と
い
う 

相
瓦
関
係
の
中
で
大
規
模
部^

が
成
立
し
、‘楽
展
す
る
の
で
あ.
る
。
そ
れ
故、
. 

大
規
模
部S：

は
、
原
材
料
を
多
く
の
諸
部
門
に
鬆
す
る
よ
う
な
部
£
、
又
は 

消
費
財
に
淞
け
る
必
需
品
生
産
部
門
に
多
い
。
し
た
が
つ
て
大
双

_

豸
胄
ぬ
£
 

は
、
内
容
的
に
は
国
民
経
済
に
お
い
て
重
要
な

.
か
か
る
部
！
：'
の
独
占
：で
あ
る
と. 

い

う

.こ

と
に
な
る
。
心
力
、
小
規
模̂

^

で
独
占
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
小 

規
模部

！
：

の
特
徴
か
ら
、
そ
れ
は
注
々
に
し
て
、
#

㈱

な
嗜
ぼ
品.

#

㈱

#

g

 

等
、
ご
く
少
量
の
需
要
に
対
応
す
る
よ
う
な
部

£

に
お
け
る
独
占
、
又
は
蓮
輸 

費.
の
負
担
が
未
だ
市
場
，の
地
域
的
細
分
割
を
ゆ
る
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、

そ
の
分
! 1

さ

れ

た

地

域

的

小

市

場

に

対

^'
し

て

少

数

の

小

企

業

が

存

在

し

て

い 

る
よ
う
な
地
域
的
独
占
、
の
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
が
、
国
民
経
済
全
体
か
ら 

み
れ
ば
重
要
な
意
味
を
も
た
な
い
の
は
自
明
で
お
ろ
う
。

.

全
国
市
場
、
ひ
い
て
，
 

は
国
際
市
場
を
対
象
と
し
て
 

'
ぃる
小
規
模
畠̂

に
お
い
て
も
ま
た
、
.間
税
そ
の 

他
の
^

^

を
支
え
と
し
て
、
数
十
乃
至
数
西
の
小
企
業
が
何
ら
か

.の
^

定

や

力 

,
.ル
テ
ル
的
行
為
を
な
す
場
合
も
あ
る
し
、
さ
ら
に
、
特
許
や
経
験
等
の
技
術
的 

条
件
に
ネ
つ
て
、
ご
く̂
^

の
小
企
業
が
全
生
產
を
掌
握
し
て
.い
る
場
合
も
あ' 

り
う
る
の
で
あ
る
が
、'こ
れ
ら
は
、
本
節
で
み
た
諸
競
争
に
よ
つ
：て
ー
定
の

㈣
 

約
の
も
.と

に
お
か
.れ

て

い

る

0

■:
.

.

. 

.. 

.

，ぐ.
.

.C

注
4
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拙

稿「

資
本
の
集
積.'
集
中
と
分
裂
：•分
散
,-(

三
田
学
会
雜f

第 

集
積
.
氟

中

と

独

占,

: 

•-

五
十
巻
第
七
号)
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.

'

.
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'

■

 

.

.

.
か 
<

し
て
、
競
争
排
除
に
よ
る.価
格
支
齠
カ
か
ら
い
っ
て
も
、
■
民
経
済
に 

お

け

る

意

義

か

，
ら

い

っ

て

も
、
大
畠
畠
^
胄
に
お
け
る̂

^
が
罾
も
重
要
な
こ 

と
が
わ
か
る
？
レ-,
.丨
一
一
，ン
が
独
占
段
階
へ
の
移
行
の
基
礎
と
し
て
把
え
た

「

か 

静
の
集
積
丨> 
独
占」

も
、
か
か
る.
分
野
で
の
独
占
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る
の
で 

あ
る
。
大
規
模
部
門
独
占
が
価
格
を
よ
り
高
く
よ
り
永
続
的
に
吊
り
上
げ
、
利 

潤
を
増
大
し
た
場
合
に
国
民
経
済
に
及
ぽ
す
影
響
は
広
机
か
つ
深
刻
で
あ
る
。 

そ
の
内
容
は
、
■

次
節
に
お
い
て
独
占
利
潤
の
源
泉
.を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り 

明
白
，と
な
ろ
う
が
、
.

主
要
な
大
規
模
諸
部
^
で
の
独
占
成
立
が
資
本
主
義
の
独 

占
段
階
べ
の
移
行
の
メ
 

^

ク
マ
ー
ル•
と
な
る
こ
と
は
、
以
上
の
点
か
ら
ほ
ぽ
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

.■  

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

■

:

第

四

節

，独
占
段
階
に
お
け
る
利
潤
率
階
層
：

前
節
で
の
ベ
た
ど
と
く
、T

生
産
の
集
積
を
基
礎
：
.
に
し.
た
败
占」

が
主
要
な 

大
規
模
諸
部
B
で
成
立
'す
る
よ
う
に
な
る
と
、:
資
本
主
義
は
独
占
段
階
.に
入 

る
。'
か
か
る
段
階
で
は
、
种
潤
率
の
階
層
が
撖
大
：.
固
定
化
の
傾
向
を
も
つ
に 

至
る
。
そ
れ
は
、
独
占
が
成
立
し
や
す
く
、
I

が
つ
安
定
的
な
維
持
が
容
易 

，で
あ
><?最
大
規
摸
部
朽
に
お
け
る
最
高
の
利
潤
率
か
ら
',
->
資
本
流
入
の
奮
な 

た
め
に
|.

如
つ
：安
定
的
な
独
占
が
妨
げ
ら
れ
て
：い
'る
が
、
ま
た
は
多
数
の
企 

業
が
競
争
し.
で
：ぃ
る
最
小
規
模
部
門
に
ぉ.
け
る
最
低
.の
利
潤
率
に
ぃ
た
る
ま
で

の
刺
潤
率
の
奮
で
如
る
。
，
と
こ
.ろ
で
、
>:
•」

の

醫

は
■1'

定

の

関

係

を

、
あ

ら

わ

四
1

.(

四

一

三

)

_
^

記
^

^

^

^



し

て

い

る

，
の

で

あ

っ
て
、
単
な
る
量
的
差
異
と
し
て
把
握
し
て
は
な
ら
な
い
0
-

 

そ
の
意
味
は
、
独
^
に
よ
っ
.て
獲
得
さ
れ
る
超
過
利
潤
の
源
泉
を
示
す
こ
と
に 

よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
，

.

.

.

.

. 

.
 

.
 

'

+

•
.
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•

■
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マ
ル
クX

経
済
学
の
独
占
論
に
お
い
，て
、
従
来
か
か
：る
階
層
化
を
理 

.論
的
に
論
じ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
に
ス
ゥ
ィ
ー
ジ
ー
を
.あ
げ
る
こ
と
が
で
き 

る
に
す
ぎ
な
い
。
，

p
.  

p
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ス
タ
ィ
シ
ド
ル
に
お
け
る「

利
潤
率
の
階
層」

は
、
ま-
さ
に
f t
的
 ̂

点
で
の
み
と.
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
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■
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.

.

■
独
占
に
よ
る
讓
利
潤
の
獲
得
そ
れ
自
体
は
、

一.
社
会
に
お
け
る
総
労
働
 ̂

よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
総
価
値
を
増
大
ず
る
も
の
で
は
な
い
,0
そ
れ
故
、
独 

占
に
よ
る
醫
利
潤
の
璲
得
は
そ
の
性
質
土
、
社
会
め
他
の
成
員
の.
所
得
か
：ら 

の
価
德
の
移
転
で
あ
る
と
考
え
ね.
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
^

に
ー
つ 

い
て
、.
基
本
的
な
視
点
を
与
え
：て
い
^

:

•

「

特
足
商
品
の
独
占
価
格
は
、他
の
商
品
生
産
者
の
利
潤
の
；一.
部

分

を

、
：独 

占
価
格
を
も
つ
.商
品
に
：委
譲
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
？
間
接
に
は
種
々
な
る
生

鹿
部
面
間
：の
剰
余
価
値
め
分
：配
に
場
所
的
攪
刮
が
’生
じ
る.
で
あ
ろ
う
が
、.
だ
/

■

■>
.

 

;
 

:

.

か
ら
と
い
っ
て
こ
の
剰
余
価
値
そ
の
も
の
の
限
界
は
変
動
し
な
ぃ

い
で
あ
..ろ.

四
ニ 

(

四一

四)

;V
-

..

..

. 

'

 

、.
. 

'

 

.
:

う
。
：.'独
在
価
格
を
も
つ
商
品
が
労
働
者
.の
必
要
消
費
に
入
り
と
む
と
す
れ
ば 

、
へI

労
働
者
が
従
来
ど
ぉ
ヶ
#'
の.
労
働
力
の
：価
値
を
.支
私
っ
て
も
ら
う
と
す 

•::

れ
ば
、——

そ
の
商
品
ば
労
賃
を
膨
曼
さ
せ
、
：し
た
が
.っ
て
剰
余
価
値
を
減 

.
少
さ
せ
る.
で
^
ろ
う
。
そ
‘の
.商
品
は
背
賃
を
労
働
力
の
価
値
以
下
に
圧
下
す 

-;

る
こ
と
.も
あ
り
う.
る
。
と.
い
つ
て
も
、
そ
う
し
た
こ
と
は
、
穷
賃
が
そ
の
肉 

.
'体
的
最
低
限
以
上
に
众.
フ
て
い
る
限
り
で.
の
話
で
，あ
る
。.
こ
の
場
合
に
は
独 

>
占
価
格
は,

現
実
労
賃.(

す
な
ゎ
：ち
労
働
者
が
同
.ー
分
量
の
分
働
に
よ
っ
て 

受
け
と
れ
る
諸
傲
用
価
値
の
分
量
>

-:-.
お
.よ
び
他
の
資
本
家
た
ち
の
利
潤
の
挫 

除
に
'よ
っ
て
支
私
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
0」

:

.

._

寒
す
る
に
、
独
占.
'に
よ
っ
■て
獲
得
さ
れ
る
i

利
潤
は
他
の
資
本
家
の
利
潤 

か
ら
の
控
除
か
、
も
し
く
は
労
働
者
階
級
の
実
質
賃
金
か
ら
の
控
除
か
、
の
い 

ず
れ
か
で
あ
る
。(

中
間
諸
層
の
：所
得
か
ら
の
控
除
も
実
際
に
お
い
て
は
大 

:

き
な
意
味
を
も
つ
：が
、
こ
ご
で
は
ー
ー
大
階
級
だ
け
を
前
罾
に
し
て
論
を
す
す
め

.
5 
■
■

:
'

■
'

’
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.

ノ
前
補
で
'み.
た
ご
と
き
大
規
模
^
:

独
占
は
、
重
要
原
材
料
や
必
需
品
に
お
い 

て
、
•.高
く
か
つ
永
続
的
尨
独
占
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
部
門
の
資 

本
の
利
潤
の1,
部
、
文
は
労
働
者
階
級
の
実
質
賃
金
の
一
部
を
収
奪
し
、
か
く 

:

し
て
、.
平
均
利
淵
以
上
の
利
潤
を
独
占
利
澗
と
し
て
獲
得
す
る
。
こ
の
場
合
他

部
巧
办
資
本
は
、
原
犲
料
に
お
け
る
独
占
經
の
負
袓
を
さ
ら
に
他
の
部
朽
や 

者
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
が
、
.

そ
の
転
嫁
の
可
能
性
は
、
当
該
部^

に
お
.： 

け
る
競
争
排
除
の
程
览
に
依
存
し
、
そ
れ
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の
部

^ ， 

の
資
本
の
最
低* -

に
依
存
す
る
。
そ
れ
故
、
小
規
模
部
門
ほ
ど
、
こ
の
収
奪

.を
.. 

他
に
転
嫁
し
え
ず
、

利
潤
率
は.低
く
な
る
。

さ
ら
に
ま
た
太
規
摸
部

£

独
占 

は
、
購
賈
独
占
や
下|

^

に
上
っ
て
も
、
よ
り
競
净
的
な
分
野
の
資
本
の
利
潤 

を
収
簿
す
る
。
か
か
る
収
奪
に
よ
っ
て
、
平
均
科
_

m

(

社
会
総
利
潤
の
：社
会 

総
資
本
に
.対
す
る
比
率

)

^ 1
^

の
.高
い
^

^

率
を
^

« «

^
に
享
受
し
う
る
よ
う' 

な
.資
本
"

大
規
模
諸
部
門
を
独
占
的
に
支
配
：す
る
資
本
、

.
は

独

^

資

本

と

よ

■  

ば
れ
'.
収
奪
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
均
利
潤
以
下
し
が
獲
得
し
え
な
い
資 

本
は
幣
独
占
資
本
と
よ
ば
れ
る
。

■

.

前
者
の

よ

う

な

大
双
罾
胄
門
の
独
占
n
独
西
資
本
こ
そ
が
、
：資
本
，主
義
の
'
 

現
段
階
を
基
本
的
に
特
徴
づ
け
る
も
め.
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
.た
小
規
模
部 

門
の
"
独
占
"
は
あ
る
程
度
価
格
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
し
て
も
、
そ
れ 

は
独
占
資
本
の.
収
奪
を
他
に
■転
嫁
す
る
の
に
わ
ず
か
に.
役
立
.つ
に
す
ぎ
な
い 

の
で
あ
っ
て
、
平
均
利
胸
以
上
を
恒
常
的
に.
獲
得
す
る
こ•
と
.は
不
可
能
な
の 

.
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、.
と

の

よ

う

な

.
〃
独
占
"
を
独
占
資
本
と
同
一
'覩
し

て
は
な
ら
な
い
の
で.
あ.-
る
。

,■  
.

 

.

 

-
 

■

• 

•

 
•

(

注
4)

.
近
代
絰
済
学
に
お
け
る「

独
占
論」

.
で
は
、
か
か
る
視
点
が
全
く
欠 

. 

■
;.. 

如
し
て
い
る
。
 

——

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

 

•
.

■

集
猜
•
集
中
と
独
占.

こ
'

の
ょ
ぅ
な
社
会
総
資
本
の
.独
占
資
本
と
非
彼
占
資
本
へ

の

分

：
裂
が
進
め 

ば
、.
自
由
競
争
の.
段
階
で
み
ら
れ
た
利
潤
率.
の
，

等
化
の
傾
向
は
支
配 

.
し
な
く
な
’り
、，
独
占
と
非
独
占
と
'の
間
に
利
潤
率
が
^
®
化
す
る
傾
尚
が
支
配 

的
と
な
る.
。
な
ぜ
^
ら
、/
独
占
資
本
と
非g

占
資
本
に
お
け
る
利
潤
率
の
差
異 

は
、.
単
紀
る
差
異
で.
は
な
く
、：
..
先
に
見
た.
ご
と
く
、'
収
奪.
被
収
奪
の
関
係
の
'

表
現
だ
か
ら
で
あ
り
、
収
奪..
被
収
奪
関
係
の
再
生
塵
は
、
；利
潤
率
の
階
層
化 

■を
ょ
り
拡
大
し
、.
ょ
り
固
定
化
さ
せ
る.
傾
向
を
も
？
て
い
る
の
で
あ
る
0
こ
こ
，,

■.
で
は
、平
均
利
潤
率
は
、
一
諸
利
潤
率
の
動
揺
の
中
心
ど
し
て
の
意
義
を
な
く
し
、
 

独
占
利_

や
非
独
占
利
潤
が
，
そ
こ
か
ら.
上
下
に
乖
離
す
る
程
度
を
示
す
基
準 

'
と
し
て
の
：意
義
を
も
つ
：；に
す
ぎ
な
く
な
る

。

.

(  

.

N  

.

 

•

 

..

.

•
.

,

•

•

 

-
:

 

.

 '

 

.

(

法
5〕

そ..
れ
故
、，
独
占
段
階
に
：
.
お
い
て..
も
、

.

平
均
利
潤
率..
の'法
則
の
貫
徹
を.

，

. 

主
張
し
、
そ
れ
以
前
ゆ
段
階
：に
お
け
る
^
利
潤
率
の
平
肖
㈣
潤
率
か
ら
の
乖 

離
と
、
現
段
階
に
お
け
る
乖
敵
と
の
差
を
：単
に
量
的
拡
大
と
し
で
と
ら
え
て,

.

•

い
る.
見
解
は
誤
り
で
あ
る(

聆
野
明
夫r

最
大
限
利
潤
の
法
則
に
つ
い
て
の 

:

一
考
察T

-

と
く
に
、
平
均.
利
潤
率
の
法
則
と
の
'開
係
を
中
心
と
し
て

_
_

」

•
故
济
厚
雑••誌
第
一一

十.
九
# ',
五
六
号)

。

■
ン

.

 

.
.
.

 

•

 -

 

-

 •

 

.

と
こ
ろ
で
、
独
£
段
階
で
は
、
利
潤
率
の
差
異
に
つ
い
て
も
、
単
に
独
占
資 

.

本
対
非
独
古
資
本
の
間
題
と
し
て
で
は
：な
<5
、
幾
多
の
諸
^
!
間
の
問
題
と
し

て
把
握
し
：な
け
泥
ば
'な
ら
な
い
。；
 

：
... 

.「

最
大
限
利
潤.

.

の
法
則」

.(

.
'

ス

タ

ー

ヾ

リ

シ

)

.
を
：
め'
,
ぐ.
る
論
争
：の
中
で
、
独
：占

段

.

.

. 

.

、

K11 
一
，

.

C  
四.1

五)

,
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....... 

.

■
 
- 

■■
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.



階
.
に
お
、け

る

昶

潤

率

の

階

層

的

分

化

が

如

わ

^

た
場
合
、
ベ
ラ
ミ

I

が
幾
多 

.の
諸
階
肩

へ

の
分
化
を
論
じ
た
9
.w

e
u

a
m

y
; 

T
h

e

 

B
a
s
i
e

 

E
c

o
n

o
m

—

■
M.
c」

L
a
w
.

 

.
'
o
f

 
.
.
M
o
n
o
p
o
l
y
.
o
a
p
i

c+a
l
i
s
m
,

 

M
a
r
x
i
s
t

 

q
u
a
r
t
e
r
l
y
,

 

1956.  N

p
l
.

)
ほ
か

は
、
そ
の
多
く
は
ハ
独
占
対
非
独
占
ノ
の
対
立
の
み
を
指 

摘
し
て

い

た

：。

た
；
と
え
ば
：典

直

道

氏

，

「

資
本
生
義
の

基

本

的

経

済

法

：則

——

 

東
ド
ィ
ッ
経
済
学
会
の
論
争
ピ
よ
せ
そ(下

)
一

.J  
.

(

経
済
学
雑
誌
三
七
卷 

一1

号)

は
独
占
間
•
非
独
占
間
に 
一
一o.
の

平

均

利

_

率

が

成

立

す

る

.
と

し

て
 

,

い-
る

。

■'
,

'

■

•

バ

.

.

.

.

•
 

•
 

‘
 

.

 

利
潤
率
の
差
異
を
諸
階
層
間
の
間
題
と
し
で
把
え
る
な
ら
ば
，、
ま
ず
第
一

に
、
諸
独
占
資
本
間
の

階

層

が

あ

る

。
平
均
利
潤
以
上
の
独
占
利
潤
を
実
現
し 

:

て
い
る
と
い
つ
'

，て
も
、

そ
こ
に
は
よ
り
多
く
収
奪
す
る
も
の
と
、

よ
り
少
な
く 

収

_

す

る

も

.
の

と

の

優

劣

が

.

あ
る
の
で
あ
つ
て
、

そ
れ
故
、

こ
こ
で
も
よ
り
大 

な

る

資

本

に

よ

る

収

奪
:-

集

中
の

傾

向

は

貢

く

の

で

あ

り

、

よ

り

劣

位

な

独

占
.
 

資
本
の
敗
退
：.

没

落

や

、

よ
り
犬
な
る
独
占
資
本
へ
の
従
属
が
み
ら
れ
る
の
で 

あ
る
。

. 

.

,

.

さ
ら
に
、
重
要
な
も
の
と
し
て
は
非
独
占
諸
資
本
間
の
階
層
が
%
が
.こ
れ 

は
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
を
よ
り
多
く
他
に
転
嫁
で
き
る
資
本
か
ら
、

ほ
と

ん 

ど

転
險
で
き
な
.い
も
の
.に
い
た
る

諸
階
層
で
あ
る
。

小
規
模部

！
：

ぼ
ど

競
争
が 

激

し

く

、
.そ
れ
故
、
'独
占
資
本
によ
る

収
奪

I

独
占
資
本
：に
よ
.

つ
て
11

:
'
罾
に 

収
奪
さ
れ
る
か
、
文
は
、
他
の
非
独
占
部
^
を
通
じ
て
間
接
に
収
奪
さ
れ
る
か 

を
問
わ
ず
I

を
他
.に
転
嫁
ず
る
可
能
性
が
少
な
い。
..

:
;:

吗

西

(

四
一
六

)

そ

れ

の

み

か

ら

ず

、

V

非
独
古
資
本
内
部
で
下
請
関
係
そ
の
他
に
よ
る
ま
M

 

:

係

す

ら

成

立

：す

る

.
。
. '
.
'
'
.そ

れ

，
は

：
こ

れ

ら

諸

階

層

間

の

開

き

が

相

当

大

き

い

こ

と

に
 

よ
っ
て
い
る
.
。
す
な
わ
ち
、
現
段
階
で
は
社
会
金
体
の
資
本
蓄
積
が
非
常
に
進 

ん

で

い

る

：
の

で

广

非

管

資

本

：
の

な

か

：
に

% ,

、
.

非
常
な
大
企
業
が
含
ま
れ
.

て
お
，
 

り

、

か

く

し

て

、

非

独

占

諸

資

本

は

、

従

来

独

^

以

前

の

段

階

に

お

い

て

理

論
 

.

上
捨
象
で
き
た
も
の
と
：は
、
比
較
に
な
ら
ぬ
.

ほ
ど
の
^

®

化
を
生
じ
、

そ
れ
に 

利
潤
率
の
階
層
化
が
翔
疮
し
で
い
.

る
？
：
 

: 

_

■

.

>•
'

と
の
よ.
う
な
大
規
模
部
P5
と
小
規
模
部
^.
と
の
間
.の
規
模
の
差
の
拡
大
と
と 

も
に
、
自
由
競
爭
段
階
ば
み
^
れ
た
よ
う
な
小
規
模
部
£:
の
飛
躍
的
蝥
展
、
小 

資
本
の
成
長
、
と
い
う
可
能
挫
は
独
占
に
よ
る
収
奪
体
制
.：の
確
立
に
よ
っ
て
狭 

め.
ら
れ
て
し
ま.
い
、
利
潤
率
の
階
層
化
は
い
よ
い
よ
固
定
化
の
傾
向
を
示
し
て 

い
る
。
も
ち
ろ
ん「

固
定
化
1-
と
い
■っ
て
も
相
対
的
な
%■
の
で
あ
っ
て
、
■
お 

と
し
た
利
潤
率
办
階
層
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
競
争
に
よ
っ
て
た
え
ず
©
® 

し
て
い
：る
？
そ
れ
に
も
が
か.
わ
ら
ず
、.
独
占
と
非
独
占
へ
の
利
潤
率
の
分
裂
と 

い
う
よ
う
な
単
純
化
が
：不
可
能
な
位
、
相
当.
の
階
層
へ
の
分
化
が
生
じ
.て
い
る 

こ
と
は
、
，実
証
的
に
も
あ
る
程
度
確
め.
ら
’れ
る
の
：で
綺
紀
。-

(
注
6〕

.

従
来
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場
に
た
つ
中
小
工
業
論
に
お
い
て
は
、
 

-
独
占
資
本.
に
よ
る
収
奪
関
係
の
み
を
強
調
し
、.
そ
の
た
め
、
非
独
占
資
本
が 

S

にa
結
し
て
一.
つ
の
'勢
カ
と
し
て
独
占
資
本
と
対
決
し
う

る
か
、の.
如
く 

•
考
え
ら
れ
て
き
；た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
非
現
実
的
な
思
考
の
极
拠
の
一
.つ
は 

は
、
■非
独
占
資
本
乃
至
中
小
資
本
家
層
の
内
部
で
：の
：僧
層
分
化
や
、
競
争
•

対
立
関
保
を
軽
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。

(

注
？)

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
み
を
含
む
も
の
と
し
て
V 

J
.

 

s

c+

e
i

n
d

l
e

>

 

s
s

m
a

l
l

 

a
j

l
d

 

w
i

g

 

w
u

s
i

n
e

s
s

ヒ
や
、
宮
沢
：健
一「

利
潤
率
格
差
と
独 

占
お
よ
び
分
配」

(

山
田
..
久
武
編T

経
済
変
動
理
論」

昭
和
三
十
ニ
年
、
所 

収)

が
あ
げ
ら
れ
る
。
但
し
、
，真
の
利
潤
率
の
測
定
は
不
可
能
に
近
い
。
そ 

の
最
大
の
原
因.
の一

つ
は
、
利
潤
の
大
き
な
部
分
於
費
用
と
さ
れ
た
り
、
隠 

蔽
さ
.れ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
又
、
.年
々
の
統
計
に
は
小
規
瘼
部
門
に
お 

い
て
、
高
危
険
率
を
伴
う
ー
時
的
な
高
利
潤
率
が
あ
ら
ゎ
れ.
る
こ
と
'に
注
章 

し
な•
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
澗
率
の
階
層
化
は
あ
く
ま
で
も
長
期
的
な
傾
询
ノ 

な
の
で.
あ
る
。 

.

最
後
に
、
右
の
資
本
家
階
級
内
の
®

分
化
が
、

：

他
方
：で
は
労
働
者
階
級
内 

部
の
対
立
の
一
契
機
と
な
る
可
能
性
ぶ
あ.る
と
い
う
点
に
：つ.い
て
、
簡
単
に
ふ 

れ
て
お
か
れ
ば
丸
ら
な
い
。
さ
き
に
、

_

利
潤
の
源
泉
の'
一：つ
と
じ
て
、
；
独

：
 

占
に
よ
る
賃
金
財M

の
上
昇
：に
よ
^
て
、：

备

霞

級

办

震

賃

金

.のニ
部 

が
流
通
過
程
を
通̂

て
收
奪
さ
れ
る
滹
を
あ
反
た
。
.
，し
か
し
独®

利
潤
；は
又、
：': 

賃
金
の
直
接
的
扨
下
げ
、
労
働
強
化
等
の
：

.摊
联
就
化
に
よ
：っ
て
も
も
た
ら
さ
れ 

る
.0

す
な
わ
ち
、
独®
段
階
に
お

,v
'
て
は(

_

に

よ
っ
X

競
争
が
排
除
さ
れ 

る
商
が
あ
る
と
同
時
に
、
！
：他
面
、
"^.

1
0

資
本
1

間

、
：
、
独

古

資

本

效

非

^
1

賓 

本
、
又
、
非
独
古
資
本
相
互
の
間
に
競
净
が
激
化
す
る
傾
向
も
ぁ
る
の
ャ
ぁ
，

へ
の
刺
戟
が
強
く
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
た
と
え
同
質
労
働 

力
の
同
一
労
働
と
い
え
ど
も
、
そ
の
労
働
者
が
属
す
る
部
門
が
、
よ
り
大
規
模 

n
独
占
的=

高
利
潤
率
の
部
門
が
、.
ま
た
は
小
規
模
=.
競
争
的=

低
利
潤
率
の 

部S
：
か
：：

に
よ
っ
て
、
労
働
条
件
が
異
な
る
可
能
性
を
も
つ
の
で.
あ
る
。
こ
の
傾 

向
が
瑰
実
化
す
る
た
め
"に.
は
い.
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
、
と
く
に
産
業
予
備
軍
の
存 

在
の
仕
方
、
労
働
者
階
級
の
組
織
の
状
態
、
最
低
賃
金
制
等
に
大
き
く
依
存
す 

る
CD.
で
お
崎
て
、
た
と
え
ば
、
日
本
の
如
く
"
最
低
賃
金
制.
も
未
だ
施
行
さ
れ
、
 

ず
、.
慢
性
的
大
量
失
業
の
圧
迫
の
下
で
小
規
模
部
^
の
労
働
者
が
未
組
織
で
あ 

る
よ
ぅ
な
場
合
に
は
、
こ
の
傾
向
は
強
く
現
わ
れ
、
逆
に
ァ
メ
リ
力
そ
の
他
の

■  

.

(

注 
9

〕

先
進
資
本
主
義
国
の
如
ぎ
条
件
の
下
で
は
、
こ
の
傾
向
は
弱
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
ぅ
な傾
向
はs

 
.

.

独
占
利
潤
に
よ
る
労
働
貴
族
層
の
買
収
と
と
も
に
労 

禰
者
階
級
の
か
部
に

f

害
：の
不「

致
を
引
き
お
こ
し
そ
の
階
級
と
し
て
の
成
熟

. 

の
仕
方
に
大
き
な
影
響

.

を
：与
え
石
の
で
あ
る
。：
か
く
の
如
く
、

^

！
段
階
で’

は
、 

■

資
本

#

労
働̂

基
本
的
対
立
：は
複
雑
な
彩
を
と
？
て
く
る
の
で
あ
る
。

:.

奴
上 
> 
あ
れ
わ
れ
：は
、
議

積-:
*_

中
|

と
：づ
く
独
白
の
成
立
か
ら
生
ず
る 

:#
|
1
澗
率.
の
賴
層
化£

囊

を
^
5

し
^

^
、
^

れ
は
直
接
的
に
.は
現
段
階
に
ぉ 

:l
t

る
*

本

家

隱

層

間

の

競

争
•
対
立
関
係
の
表
現
.
で
，あ
り
、
又
、

.

労
働
者
階. 

級
内
部
の
效
立
：の
：

1

因
と
：な
る
。
も

ち
ゐ
ん
.現殺
階

に
お
い
て
は
、新
旧
中
間 

.
階
級
：や
不
生

産

；§
^
1
^
の
：此

重

が

高

ま

る

の

.
で
：ぁ

る
か
ら
、
：
こ
れ
ら
：を

$
 

，
た

階

級

敷

関

係

を

分
析
： #

:

を
必
要
が
：
|

が
、.-
そ
り
場
合
：に
_
も
、
本
稿
で
述
べ

て

、.

そ
れ
故
、

資
本
は
右
.
の
ご
と
き
棉
取
を
.
；鱗
め
よ.
ぅ
と
す
る
が
、''
':
と
の_
塲

：

た
よ
ぅ
な
階
層
分
化
が
由
心
に
お
：か
れ
る
で
：あ
ろ
ぅ
。 

合
、
独
占|

に
ょ
る
取
蕪
を
よ
り
多
く
ぅ
け
る
小
規
模
部

^

程
、
':搾
取
強
他
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' 

:
‘ぃ::
;
'
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集
積
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集
中
と
独
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：
 
一
A)

C
柱
$)

.
規

模
別
:«
金
格
差
の
原
固
を
、
企
業
0
生
産
^

の̂

>-
求
め
‘

見
：解
.：
 

が
多
い
。
:!
'''同

,-
部
門
：内

に.̂
け
る
規
模
別
賃
金
格
差
：が
、
企
業
别
劳
働
生
產
 ヾ

.
カ
セ
差—
利
潤
率
め
差
に
灌
す
岑
- ,
と
は.
、-
.当
然

で

あ

る

が

、
.：異
部
門
間 

.

で
は
、

生
'摩力
の

差

と
い
.

ぅ

概
今4
は
成
立
ん
な
ー
い
.
の
；
で̂

つ
て
、

そ
れ
双
で 

本
節
で
述
べ
た
ょ
ぅ
汝
資
本
家
諸
階
層
間
^
競
争
对
立
関
傲
や
、
勞
働
者
階 

:■

級
の
組
織
状
態
に
ょ
る
^

の
と
が
て
理
解
- ^

れ
ね
ば
な
ら
な

い
:0 

C：

法
9)

先

進

資

本

主

義

馨

，は
、
：
日

本

に

お

ft
;
る
ょ.
ぅ
な
規
模
別
賃
金
格
差
3 

■
は
現
狃
殆
ん
.
ど
問
題
に
な
.
つ
て
ぃ
な
ぃ
ょ
ぅ
で
あ
る
' 0..
し
か
'.し
、：
貨
帶
賃
金 

.:

だ
け

で

は
な
く
.
あ

ら

ゆ
る

労
働
条
件
を
考
慮
す
：れ
ば
、■■
■
'

あ
る

程
度
の
差
：が
、あ 

り

、
.さ
ら
に
雇
用
の
安
定
性
、;
及

ポ

将

來

に

ぉ

け

る

箅

耠

.

.
舁
進
の

%
能
性

.
の
时
題
迄
考
え
れ
ば
、-.
相
当
の
開
き
が
出
て
く.
る
で
あ
ろ
ぅ
。

:
■
 
■
 
X 

..
X 

X 

X

'

1

段
階
-^
お
±
^
階
級
^
^
立.
は
：、
ぁ
く
凌.
で
も
1

蓄
積
の
謙
の
中 

^
位
®
つ
け
名
れ
淞
ば
浓
ら
な
い
が
、
：本
稿K

は
利
潤
率
の
階
層
化
と
疆
づ 

け
洛
か
ぎ
^
^
^
り
^
げ
ら
れ
だ
.:
0
そ

れ

は

、
；：
本

稿

が

、

:'
..現

段

階

に

お

け

る

資
 

.
本

蓄

積

办

麻

毙

め

潴

論

で

：ぁ

：
；フ
：
て

，

.
資
本
蓄
積
め
：麗

；の
仕
方
を
規
定
す
石
重 

:

要
な
®

と
；̂
て.
の
别
潤
率
の
階
層
化
に
主
題
が
妇
：か
れ
允
か
ら
で
あ
る
。
さ 

:ら
に

、
現

段

階

あ

：お

.
け
名
恐
慌
：の
形
態
変
化
の
間
題
や
、生
_

め

一商
に
お
け 

ン
る
停
滞
化
と
他
面
に
お
对
る
惫
激
备
展
と
い
ぅ
よ
ぅ
な
複
維
な
発
展
の
仕
方 

り
を
研
究
し
：て
い
く
中
で
、階
級
諸
関
係
の
分
析
も
深
，め
：て
ゆ
か
ね
，ば
な
ら
な
い
。

メ

ン

ガ

ー

の

r
w

e
d

i
l

r
f

n
i

s

 

'

の

理

論

」

：に

つ

：
い

て

-

« 

- 

• 

• 

'

* 

,

. 

.

.

.

.
力

ー

ル
，
メ

シ

ガ

ー

の
経
済
学
は
し
ば
し
ば
：そ
の
目
的
論
的
性
格
.が

菌
.さ
. 

れ
て
い
.る
。
例
え
ば
縛
应
蔵
教
授
は
、
メ
ン
ガ
ー
が

「

経
済
性
1 _:

の
概
念
に

(

注1)

.

f

そ
の
根1R

的.
な
る
価
値
原
理
を
，あ
ら
わ
さ
ん
と
つ
と
め
た」

■の
で
あ
り
、
ま 

た
彼
9
—1
精
密
的
方
法」 .
は

「『

当
為』

の'妹
象
性
を
論
じ
た
^b

」

で
あ
り 

「

そ
の
理
論
の
根
柢
に
は
つ

ね
に
実
践
哲
学
的
要
請
が
は
た
ら
い
て(

い
た」

と

1 

.

f

'i
;

i
 ノ

さ
れ
'て
い.
る
。
ま
た
山
田
雄
三
教
授
も.『

国
民
経
済
学
原
理』

第
一
一
版
に
お
い 

て
、.「

経
済
の
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
：を
重
要
視
さ
れ
、

「

真
な
る 

(w
l>

:

価
値
1-
の
み
が「

経
済
性」

に
結
び
つ
く
■%
の.
で
.あ
る
と
こ
ろ
か
ら 

「

メ
ン
ガー

が
出
発
点
と
t
.
た

個

人

的

経

済

判

断

が

完

金

に

合

理

的

な

経

済

判

(

注
5)  

(

注

断
で
あ
っ
た」

と
さ
れ
、
ま
た
：

『

国
民
経
済
学
原
理1

初
版
に)

お
け
る「

諸
財 

の
因
果
関
連」

と.
い
ぅ
表
現
が
排
除
さ
れ「

人
間
の
目
的
意
識
に
お
け
る
諸
財
' 

の
関
連j

と

改
め
ら
れ
て.
い
：る.
と
こ.
ろ

か

ら「

メ
，

X
’

ガ
ー
理
論
を
目
的
論
的
性

、主
7

ソ

格
と.
呼
ぶ
こ
と
が.
不
都
合.
で
は
な
い
1_
と
主
張
さ
れ
て
：い
る
。
:-- 

両

氏

の

：
い

わ

れ

る

よ

ぅ

に

メ

ン

ガ

丨

0
経
済
学
に
.

は
概
念
を 

中
心
と
し
て
そ
のm

g

論
袖
性
格
を
示
し.
て
い
る
よ
ぅ
：に
思
わ
れ
る
多
く
の
叙

メ

ン

ガ

ー

の

.
の
理
論J

に
つ

い

て

.

:

'
 

持

"

'

丸

：

悦
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m

.

.
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-
述
が
あ
る
。_

'.
ノ
：

C

注8> 
.

-

:

だ
が
他
方
に
お
い
‘て
山
田
教
授
も
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
ぅ
に
、
メ
ン
ガ
ー
は 

「

あ
ら
ゆ
る
物
は
因
果
の
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る」

と
説
き
、
ま

た

、

「

自

然
科
當
方
法」

：
を
醫
じ
て
い
る。

：
.

，
我
々
は
こ
，の
ィ
ン
ガ

ー
経
済
学
に
お
け
る
ー
ー
つ
め
矛
盾
し
た
性
格
を
ど
の
よ 

ぅ
に
考
え
る
べ
き
で
あ.ろ
_
ぅ
か
。
こ
の

問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
我
々
はメ
ン 

ガ
ー
のB

e
d
i
i
r
f
n
i
s

の
概
念
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、 

B
e
d

CJ:
r
£
n
i
s

 

.

の
概
念
は「

経
済
姓」

を
支
え
る
根
源
的
な
概
念
だ
か
ら
で
あ 

る
？

:'

:
:
: 

- 

.

.

メ
シ
ガ
ー
に
^̂
れ
ば
価
値
に
は「

真
実
の((w

ah
r〕

価
値」

，と
S

偽
の 

(e
in

g
e
M

d
e
t)

.

.

価
値」

と
が
あ
り
前
者
の
み
が
経
^
!
に
結
び
つ
く
も
の
で 

あ
る
0 :

そ
れ
で
ぼ「

i

の_
|ま
た「

虚
偽
の」

伽
値
と
：は
い
か
な
る
も
の
で
あ 

る.
か
：。..
そ
れ
教
あ
み
財
把
真
に
，«
6<
1
母
&
1
3 
"の

満
足
が
§

し

て
い
る

か

否 

か

に

.よ

っ
て
、
パ
換
言
す
れ
ば「

真
実
の
財」

：に
与
え
ら
れ
た
価
値
で
あ
る
か
、：； 

ま
た「

虚
偽
の
&

ぬ
与
え
ら
れ
た
価
値
で
あ
る
か
に
.よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の

'

'

:
.

r
a
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